
新
年
参
賀
、
上
皇
ご
夫
妻
も

　
【
共
同
】
令
和
初
と
な
る
新
年
恒
例
の
一
般
参
賀
が
２
日
、
皇
居
で
行
わ
れ
た
。
天
皇
陛
下
は
皇
后
さ
ま
や
上
皇

ご
夫
妻
、
秋
篠
宮
ご
夫
妻
ら
皇
族
と
宮
殿
・
長
和
殿
に
立
ち
「
本
年
が
災
害
の
な
い
、
安
ら
か
で
良
い
年
と
な
る

よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
年
の
始
め
に
当
た
り
、
わ
が
国
と
世
界
の
人
々
の
幸
せ
を
祈
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ

れ
た
。
天
皇
代
替
わ
り
後
、
陛
下
と
上
皇
さ
ま
が
そ
ろ
っ
て
国
民
の
前
に
姿
を
見
せ
る
の
は
初
め
て
。

陛
下
「
災
害
な
い
良
い
年
を
」

ン
プ
大
統
領
が
指
示
し
た
。

コ
ッ
ズ
部
隊
は
イ
ラ
ン
の
対

外
工
作
を
取
り
仕
切
る
組
織

で
、
司
令
官
は
反
米
保
守
強

硬
派
の
代
表
格
。
イ
ラ
ン
の

最
高
指
導
者
ハ
メ
ネ
イ
師
は

３
日
、
米
国
へ
の
報
復
を
警

告
す
る
声
明
を
発
表
し
た
。

　

米
国
と
対
立
し
な
が
ら
も

対
話
を
模
索
し
て
き
た
イ
ラ

　
【
テ
ヘ
ラ
ン
、
ワ
シ
ン
ト

ン
共
同
＝
小
玉
原
一
郎
、
竹

本
篤
史
】
米
軍
は
３
日
未

明
、
イ
ラ
ン
革
命
防
衛
隊
の

精
鋭
「
コ
ッ
ズ
部
隊
」
を
率

い
る
ソ
レ
イ
マ
ニ
司
令
官
の

車
列
を
イ
ラ
ク
の
首
都
バ
グ

ダ
ッ
ド
で
空
爆
し
、
同
司
令

官
ら
７
人
を
殺
害
し
た
。
米

国
防
総
省
に
よ
る
と
、
ト
ラ

ト
ラ
ン
プ
氏
指
示
、
車
列
空
爆

　

陛
下
は
、
昨
年
の
台
風
な

ど
の
災
害
に
も
触
れ
「
ご
苦

労
の
多
い
生
活
を
さ
れ
て
い

る
多
く
の
方
々
の
身
を
案
じ

て
い
ま
す
」
と
も
述
べ
た
。

　

参
賀
は
午
前
に
３
回
、
午

後
に
２
回
の
計
５
回
行
わ

れ
、
約
６
万
８
千
人
が
訪
れ

た
。
昨
年
の
参
賀
者
は
平
成

最
多
の
約
１
５
万
４
千
人

で
、
平
成
最
初
の
新
年
一

般
参
賀
の
１
９
９
１
年
は
約

７
万
７
千
人
だ
っ
た
。

　

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
両

脇
に
上
皇
ご
夫
妻
と
秋
篠
宮

ご
夫
妻
が
並
び
、
東
庭
に
集

ま
っ
た
参
賀
者
に
そ
ろ
っ
て

手
を
振
っ
て
応
じ
た
。
上
皇

ご
夫
妻
は
午
前
の
３
回
の
み

に
参
加
し
た
。

　

上
皇
さ
ま
が
公
の
場
に
出

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
二

重
権
威
」
に
つ
な
が
る
と
の

ン
が
態
度
を
一
気
に
硬
化
さ

せ
、
中
東
情
勢
が
緊
迫
す
る

恐
れ
が
あ
る
。
米
イ
ラ
ン
関

係
は
重
要
局
面
を
迎
え
た
。

　

国
営
イ
ラ
ン
放
送
は
、
バ

グ
ダ
ッ
ド
の
国
際
空
港
で
の

米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

攻
撃
で
司
令
官
が
殺
害
さ
れ

た
と
伝
え
た
。
ロ
イ
タ
ー
通

信
に
よ
る
と
、
米
当
局
者
は

無
人
機
攻
撃
だ
っ
た
と
し
て

い
る
。

　

ハ
メ
ネ
イ
師
は
声
明
で

「
血
で
手
を
汚
し
た
犯
罪
者

は
重
大
な
報
復
を
受
け
る
だ

ろ
う
」
と
表
明
。
イ
ラ
ン
の

ザ
リ
フ
外
相
は
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
「
テ
ロ
行
為
で
極
め
て
危

険
だ
」
と
強
く
非
難
し
た
。

　

米
国
防
総
省
は
空
爆
に
つ

い
て
「
イ
ラ
ン
の
攻
撃
計
画

を
防
ぐ
こ
と
が
目
的
」
と
主

張
。
昨
年
１
２
月
末
に
米
国

人
が
死
傷
し
た
イ
ラ
ク
北
部

で
の
ロ
ケ
ッ
ト
弾
攻
撃
や
、

「
報
復
」
警
告
、
中
東
緊
迫

「
二
重
権
威
」
配
慮
の
様
子

米
警
備
会
社
な
ど
関
与
か

ゴ
ー
ン
被
告
逃
亡
、
友
人
証
言

（１） ２０２０年第５３９９号  １月 ４日 （土曜日）

米
、
イ
ラ
ン
精
鋭
司
令
官
殺
害

米
、
イ
ラ
ン
精
鋭
司
令
官
殺
害

新年一般参賀で手を振られる天皇、皇后両陛下に体を向けられる上皇ご夫妻
＝２日午前、宮殿・長和殿（共同）

同
一
労
働
同
一
賃
金
４
月
開
始

非
正
規
、
正
社
員
の
格
差
是
正

は
、
出
入
国
時
に
必
要
な
手

続
き
を
行
わ
な
か
っ
た
と
し

て
操
縦
士
ら
７
人
を
拘
束
し

た
。
被
告
が
８
日
に
記
者
会

見
す
る
と
の
報
道
も
あ
る
。

　

証
言
し
た
の
は
被
告
の
友

人
イ
マ
ド
・
ア
ジ
ャ
ミ
氏
。

共
同
通
信
の
電
話
取
材
に

応
じ
た
。「
ご
く
近
い
関
係

者
」
な
ど
の
情
報
と
い
う
。

ア
ジ
ャ
ミ
氏
は
東
京
在
住
の

レ
バ
ノ
ン
人
コ
ン
サ
ル
タ
ン

　
【
ベ
イ
ル
ー
ト
共
同
＝
日

出
間
翔
平
】
保
釈
中
だ
っ
た

前
日
産
自
動
車
会
長
カ
ル
ロ

ス
・
ゴ
ー
ン
被
告
（
６
５
）

が
レ
バ
ノ
ン
に
逃
亡
し
た
事

件
で
、
米
国
な
ど
の
警
備
会

社
２
社
が
関
与
し
、
被
告
は

楽
器
の
箱
に
潜
ん
で
住
宅
を

脱
出
後
、
出
国
検
査
も
通
過

し
て
自
家
用
ジ
ェ
ッ
ト
機
で

出
国
し
た
疑
い
の
強
い
こ
と

が
２
日
、
関
係
者
の
証
言
で

明
ら
か
に
な
っ
た
。
入
念
に

準
備
し
て
い
た
も
よ
う
だ
。

レ
バ
ノ
ン
の
セ
ル
ハ
ン
法
相

は
２
日
、
司
法
当
局
が
国
際

刑
事
警
察
機
構（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
）

か
ら
、
被
告
の
身
柄
拘
束
を

求
め
る「
国
際
逮
捕
手
配
書
」

を
受
け
取
っ
た
と
明
ら
か
に

し
た
。

　

東
京
地
検
は
２
日
、
保
釈

条
件
で
指
定
さ
れ
て
い
た
東

京
都
港
区
の
住
宅
を
捜
索
。

入
管
難
民
法
違
反
に
当
た
る

と
み
て
警
察
や
入
管
庁
と
連

携
し
捜
査
に
乗
り
出
し
た
。

ま
た
経
由
地
ト
ル
コ
の
警
察

韓国、フッ化水素
国産化か

高純度で大量生産と発表

バ
グ
ダ
ッ
ド
の
米
大
使
館
襲

撃
に
司
令
官
が
関
与
し
た
た

め
「
防
衛
行
動
」
を
取
っ
た

と
説
明
し
た
。
米
軍
は
過
激

派
対
策
支
援
な
ど
の
た
め
、

イ
ラ
ク
駐
留
を
続
け
て
い

る
。

　

ロ
イ
タ
ー
や
イ
ラ
ン
放
送

な
ど
に
よ
る
と
、
死
亡
し
た

７
人
に
は
コ
ッ
ズ
部
隊
に
近

い
イ
ラ
ク
民
兵
組
織
の
副
司

令
官
ら
も
含
ま
れ
る
。
民
兵

組
織
は
「
司
令
官
ら
の
死
亡

は
米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
責

任
が
あ
る
」
と
訴
え
た
。

　

１
２
月
末
の
ロ
ケ
ッ
ト
弾

攻
撃
へ
の
報
復
と
し
て
、
米

軍
は
イ
ラ
ク
な
ど
で
親
イ

ラ
ン
民
兵
組
織
の
拠
点
を
空

爆
。
こ
れ
に
反
発
し
た
親
イ

ラ
ン
勢
力
が
バ
グ
ダ
ッ
ド
の

米
大
使
館
を
襲
撃
し
、
ト
ラ

ン
プ
氏
は
「
イ
ラ
ン
が
指

揮
し
た
」
と
非
難
。
米
兵

７
５
０
人
の
中
東
派
遣
を
決

め
る
な
ど
緊
張
が
高
ま
っ
て

い
た
。

外
交
軍
事
握
っ
た
「
英
雄
」

最
高
指
導
者
の
信
頼
厚
く

　
【
テ
ヘ
ラ
ン
共
同
＝
小
玉

ト
。
勾
留
中
の
ゴ
ー
ン
被
告

と
面
会
し
て
い
た
。

　

ア
ジ
ャ
ミ
氏
に
よ
る
と
、

ゴ
ー
ン
被
告
は
１
２
月
２
９

日
ご
ろ
、
住
宅
に
バ
ン
ド
を

呼
び
ク
リ
ス
マ
ス
の
ホ
ー
ム

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。
住
宅

周
辺
の
監
視
カ
メ
ラ
を
か
い

く
ぐ
る
た
め
、
楽
器
の
箱
に

潜
ん
で
協
力
者
に
運
び
出
さ

せ
、
待
機
し
て
い
た
ト
ラ
ッ

ク
で
移
動
し
た
。

　

ア
ジ
ャ
ミ
氏
は
「
住
宅
に

入
っ
た
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー

ら
の
う
ち
（
逃
亡
）
計
画
を

知
っ
て
い
た
の
は
２
人
だ
け

を
中
心
と
し
た
国
会
議
員
５

人
に
現
金
を
渡
し
た
と
供
述

し
て
い
る
こ
と
が
２
日
、
関

係
者
へ
の
取
材
で
分
か
っ

た
。
Ｉ
Ｒ
事
業
へ
の
参
入
を

目
指
し
た
同
社
が
幅
広
い
政

界
工
作
を
図
っ
て
い
た
可
能

性
が
あ
り
、
東
京
地
検
特
捜

部
は
慎
重
に
捜
査
を
進
め
て

だ
っ
た
」
と
述
べ
た
。
２
人

の
う
ち
１
人
は
米
警
備
会
社

に
所
属
す
る
元
米
海
兵
隊

員
。
も
う
１
人
は
レ
バ
ノ
ン

の
警
備
会
社
員
と
い
う
。

　

出
国
に
は
「
羽
田
や
成
田

で
は
な
い
空
港
を
使
っ
た
」

と
説
明
。
経
由
地
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
に
向
け
離
陸
後
、
機

内
で
協
力
者
に
楽
器
箱
を
開

け
さ
せ
、
外
に
出
て
き
た
と

い
う
。
関
西
空
港
か
ら
離
陸

し
た
と
の
情
報
も
あ
る
。

　

空
港
の
荷
物
検
査
を
す
り

抜
け
た
方
法
に
つ
い
て
は
、

協
力
者
が
係
員
に
「
急
い
で

い
る
」
と
強
調
し
た
り
、
音

楽
関
係
の
特
別
扱
い
を
受
け

た
り
し
た
可
能
性
を
挙
げ
、

「
十
分
な
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
」
と
話
し
た
。

　

逃
亡
用
に
「
お
そ
ら
く
２

機
」
の
自
家
用
ジ
ェ
ッ
ト
機

を
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ

Ａ
Ｅ
）
の
ド
バ
イ
の
会
社
か

ら
借
り
た
と
説
明
。
キ
ャ
ロ

ル
夫
人
が
協
力
し
、
２
人
は

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
再
会
し

た
よ
う
だ
と
述
べ
た
。

能
力
や
成
果
も
同
じ
な
ら
、

正
社
員
か
非
正
規
か
に
か
か

わ
ら
ず
、
賃
金
や
交
通
費
な

ど
の
手
当
、
休
暇
な
ど
は
同

じ
水
準
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
企
業
に
説
明
義
務
が

課
さ
れ
、
待
遇
差
が
あ
る
場

合
は
合
理
的
な
説
明
が
必
要

と
な
る
。
厚
生
労
働
省
は
判

断
の
参
考
に
指
針
を
ま
と
め

た
。

　

多
く
の
企
業
が
今
後
、
人

事
制
度
の
変
更
を
労
働
者
側

に
提
示
す
る
と
み
ら
れ
、
春

闘
の
主
要
課
題
と
な
る
企
業

も
あ
り
そ
う
だ
。
中
小
企
業

は
２
１
年
４
月
開
始
で
、
大

企
業
で
ス
ム
ー
ズ
に
導
入

で
き
る
か
ど
う
か
が
、
中
小

の
取
り
組
み
に
影
響
し
そ
う

だ
。

　

残
業
の
上
限
規
制
は
昨
年

に
大
企
業
で
始
ま
り
、
今
年

４
月
か
ら
中
小
に
導
入
さ
れ

る
。
上
限
の
原
則
は
月
４
５

時
間
、
年
３
６
０
時
間
。
繁

忙
時
は
年
６
カ
月
ま
で
月

４
５
時
間
を
超
え
る
こ
と
を

認
め
る
。
し
か
し
①
単
月

１
０
０
時
間
未
満
②
２
〜
６

Ｉ
Ｒ
汚
職
、
中
国
企
業
側
供
述

「
国
会
議
員
５
人
に
現
金
」

い
る
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、

「
５
０
０
」
社
顧
問
だ
っ
た

仲
里
勝
憲
容
疑
者
（
４
７
）

＝
贈
賄
容
疑
で
逮
捕
＝
が
特

捜
部
の
調
べ
に
対
し
、
秋
元

容
疑
者
に
現
金
３
０
０
万
円

を
渡
し
た
２
０
１
７
年
９
月

と
同
じ
頃
、
別
の
議
員
５
人

へ
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
万
円
前

後
を
渡
し
た
と
供
述
し
た
と

い
う
。
５
人
に
日
本
維
新
の

会
の
議
員
も
含
ま
れ
、
一
部

は
超
党
派
の
「
国
際
観
光
産

業
振
興
議
員
連
盟
」（
Ｉ
Ｒ

議
連
）
に
所
属
し
て
い
た
。

　

５
人
の
議
員
の
う
ち
１

人
は
取
材
に
仲
里
容
疑
者

と
の
面
識
は
認
め
た
一
方
、

「
５
０
０
」
社
と
関
係
が
あ

る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
と
説

明
。
同
社
側
か
ら
現
金
を
受

け
取
っ
た
こ
と
は
「
一
円
た

り
と
も
な
い
」
と
話
し
た
。

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
】
韓
国
の

産
業
通
商
資
源
省
は
２
日
、

日
本
政
府
が
昨
年
７
月
に
輸

出
規
制
を
強
化
し
た
「
フ
ッ

化
水
素
」
に
つ
い
て
、
韓
国

の
化
学
メ
ー
カ
ー
が
高
純
度

で
大
量
生
産
が
可
能
な
製
造

技
術
を
確
立
し
た
と
発
表
し

た
。
フ
ッ
化
水
素
は
半
導
体

の
洗
浄
に
使
わ
れ
、
規
制
強

化
前
は
日
本
か
ら
の
輸
入
に

頼
っ
て
い
た
。

　

日
本
か
ら
韓
国
向
け
フ
ッ

化
水
素
の
輸
出
額
は
規
制
強

化
後
に
急
減
。
韓
国
メ
ー

カ
ー
が
確
立
し
た
と
す
る
製

造
技
術
が
採
算
面
で
も
問
題

な
く
、
安
定
供
給
に
つ
な
が

れ
ば
、
日
本
の
製
造
会
社
へ

の
打
撃
が
長
期
化
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

産
業
通
商
資
源
省
に
よ
る

と
、
韓
国
の
化
学
メ
ー
カ
ー

「
ソ
ウ
ル
ブ
レ
ー
ン
」
が
製

造
工
場
を
新
設
・
拡
充
し
、

液
体
の
フ
ッ
化
水
素
の
不
純

物
を
「
１
兆
分
の
１
」
ま
で

抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
し
た
。
極
め
て
高
い
純
度

が
求
め
ら
れ
る
半
導
体
製
造

に
使
え
る
水
準
と
い
う
。

　

具
体
的
な
生
産
能
力
は

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
韓
国
の
経
済
メ
デ
ィ
ア

は
韓
国
内
の
需
要
の
７
０
〜

８
０
％
程
度
を
担
う
規
模
に

な
る
と
の
見
方
を
伝
え
て
い

る
。

香
港
、
元
日
デ

モ
に
百
万
人

警
官
と
衝
突
、
４
２
０
人
逮
捕

原
一
郎
】
米
軍
に
殺
害
さ
れ

た
イ
ラ
ン
革
命
防
衛
隊
の
精

鋭
「
コ
ッ
ズ
部
隊
」
の
ソ
レ

イ
マ
ニ
司
令
官
（
６
２
）
は
、

最
高
指
導
者
ハ
メ
ネ
イ
師
の

信
頼
が
極
め
て
厚
く
、
イ
ス

ラ
ム
体
制
を
支
持
す
る
国
民

の
間
で
英
雄
視
さ
れ
て
き

た
。
対
外
工
作
を
担
う
司
令

官
の
域
を
超
え
、
イ
ラ
ン
の

外
交
軍
事
政
策
の
決
定
に
直

接
関
与
す
る
指
導
部
の
重
鎮

だ
っ
た
。

　

イ
ラ
ン
は
イ
ラ
ク
や
シ
リ

ア
、
レ
バ
ノ
ン
な
ど
で
親
イ

ラ
ン
勢
力
を
組
織
化
し
て

軍
事
支
援
を
供
与
す
る
こ
と

　
【
共
同
】
日
本
で
の
カ
ジ

ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト

施
設
（
Ｉ
Ｒ
）
事
業
を
巡
る

汚
職
事
件
で
、
贈
賄
の
疑
い

が
持
た
れ
て
い
る
中
国
企
業

「
５
０
０
ド
ッ
ト
コ
ム
」
側

が
、
衆
院
議
員
秋
元
司
容
疑

者
（
４
８
）
＝
収
賄
容
疑
で

逮
捕
＝
以
外
に
も
、
自
民
党

寄
付
や
パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
購

入
も
な
い
と
し
て
い
る
。

　

維
新
の
議
員
は「
調
査
中
」

と
回
答
。
仲
里
容
疑
者
に
つ

い
て
は
「
全
然
知
ら
な
い
。

迷
惑
し
て
い
る
」
と
も
述
べ

た
。

　

５
人
の
う
ち
、
こ
の
２
人

と
は
別
の
１
人
が
代
表
を
務

め
る
政
党
支
部
は
１
７
年

１
０
月
２
日
、
北
海
道
留
寿

都
村
で
の
Ｉ
Ｒ
事
業
を
計
画

し
て
い
た
札
幌
市
の
観
光
会

社
幹
部
か
ら
２
０
０
万
円
の

寄
付
を
受
領
。
３
日
後
、
さ

対
策
が
柱
と
な
る
。
働
く
環

境
が
ど
う
変
わ
る
の
か
。
企

業
の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ

る
。

　

同
一
賃
金
は
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
な
ど

に
定
め
ら
れ
、
４
月
か
ら

大
企
業
に
義
務
付
け
ら
れ

る
。
仕
事
の
内
容
が
同
じ
で

　
【
共
同
】
２
０
２
０
年
は

働
き
方
改
革
を
巡
り
、
複
数

の
新
た
な
制
度
が
動
き
だ

す
。
非
正
規
雇
用
労
働
者
と

正
社
員
の
不
合
理
な
待
遇
格

差
を
な
く
す
「
同
一
労
働
同

一
賃
金
」
や
、
中
小
企
業
へ

の
時
間
外
労
働
（
残
業
）
の

上
限
規
制
、
パ
ワ
ハ
ラ
防
止

指
摘
も
あ
る
。
陛
下
の
隣
に

立
っ
た
上
皇
さ
ま
は
、
陛
下

よ
り
長
く
手
を
振
ら
な
い
よ

う
に
し
た
り
、
あ
い
さ
つ
の

間
は
陛
下
に
体
を
向
け
た
り

す
る
な
ど
二
重
権
威
の
懸
念

に
配
慮
す
る
様
子
を
見
せ
、

世
代
交
代
を
印
象
付
け
た
。

　

上
皇
さ
ま
は
退
位
後
、
公

務
か
ら
退
き
、
陛
下
の
即
位

関
連
儀
式
や
昨
年
５
月
に
行

わ
れ
た
即
位
を
祝
う
一
般
参

賀
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
今

回
は
宮
内
庁
が
上
皇
ご
夫
妻

に
参
加
を
依
頼
し
、
同
庁
の

西
村
泰
彦
長
官
は
昨
年
末
の

記
者
会
見
で
「
新
年
の
皇
室

行
事
と
し
て
、
天
皇
ご
一
家

そ
ろ
っ
て
出
て
い
た
だ
い
た

方
が
良
い
と
考
え
た
。
上
皇

さ
ま
が
地
位
を
利
用
し
て
何

か
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
の
で
、
二
重
権

威
の
批
判
は
全
く
当
た
ら
な

い
」
と
説
明
し
た
。

　

午
前
の
参
賀
に
は
、
高
齢

の
常
陸
宮
さ
ま
と
三
笠
宮
妃

百
合
子
さ
ま
も
車
い
す
で
参

加
し
た
。

要
求
」
を
掲
げ
、
政
府
へ
の

抗
議
デ
モ
を
実
施
し
た
。
民

陣
に
よ
る
と
、
参
加
者
は

１
０
０
万
人
以
上
（
警
察
発

表
は
約
６
万
人
）。
数
千
人

規
模
だ
っ
た
近
年
の
元
日
デ

モ
を
大
幅
に
上
回
り
、
政
府

へ
の
不
満
の
根
強
さ
を
示
し

た
。
警
官
隊
と
一
部
の
デ

モ
参
加
者
ら
が
衝
突
し
、
約

４
２
０
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。

　

沿
道
の
銀
行
な
ど
へ
の
破

壊
行
為
が
あ
り
、
警
官
隊
は

催
涙
弾
を
使
用
。
デ
モ
隊
は

火
炎
瓶
な
ど
を
投
げ
た
。
民

　
【
香
港
共
同
】
香
港
中
心

部
で
１
日
、民
主
派
団
体「
民

間
人
権
陣
線
（
民
陣
）」
が

普
通
選
挙
導
入
な
ど
「
五
大

陣
は
警
察
の
求
め
に
応
じ
て

デ
モ
を
途
中
で
中
止
し
た

が
、
黒
服
姿
の
若
者
ら
が
路

上
で
物
を
燃
や
す
な
ど
深
夜

ま
で
混
乱
が
続
い
た
。

　

警
察
は
、
違
法
に
集
ま
っ

た
り
、
武
器
を
隠
し
た
り
し

た
疑
い
で
約
４
２
０
人
を
逮

捕
し
た
と
発
表
し
た
。

　

林
鄭
月
娥
行
政
長
官
は
新

年
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
「
逃
亡
犯

条
例
」
改
正
案
に
よ
り
社
会

不
安
を
招
い
た
と
し
て
「
私

は
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。（
市
民
の
声
を
）

で
、「
シ
ー
ア
派
の
弧
」
と

呼
ば
れ
る
勢
力
圏
を
築
き
上

げ
、
敵
対
す
る
米
国
や
イ
ス

ラ
エ
ル
を
け
ん
制
し
て
き

た
。
戦
略
の
立
役
者
が
ソ
レ

イ
マ
ニ
氏
だ
。
イ
ラ
ン
南

東
部
の
貧
し
い
農
家
出
身
で

革
命
防
衛
隊
に
入
り
身
を
立

て
、
１
９
９
８
年
に
コ
ッ
ズ

部
隊
司
令
官
に
就
任
し
た
。

　

シ
リ
ア
の
ア
サ
ド
大
統
領

が
昨
年
２
月
に
イ
ラ
ン
を
極

秘
裏
に
訪
問
し
た
際
、
ハ
メ

ネ
イ
師
と
の
会
談
に
ソ
レ
イ

マ
ニ
氏
が
同
席
し
た
。
訪
問

を
お
膳
立
て
し
た
の
は
同
氏

ら
だ
っ
た
と
さ
れ
、
外
交
を

担
う
は
ず
の
外
務
省
は
蚊
帳

の
外
に
置
か
れ
た
。

　

ハ
メ
ネ
イ
師
は
同
３
月
、

ソ
レ
イ
マ
ニ
氏
の
長
年
の
功

績
を
た
た
え
、
自
ら
の
手
で

勲
章
を
授
け
た
。
ハ
メ
ネ
イ

師
は
「
敵
の
侵
略
に
抵
抗
す

る
た
め
何
度
も
命
を
危
険
に

さ
ら
し
た
。
イ
ラ
ン
は
こ
れ

か
ら
も
彼
の
尽
力
を
必
要
と

し
て
い
る
」
と
絶
賛
し
た
。

　

保
守
派
の
国
民
の
間
か
ら

は
、
次
の
大
統
領
選
へ
の
立

候
補
を
待
望
す
る
声
が
上
が

る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

一
方
、
米
国
は
昨
年
、
革

命
防
衛
隊
を
テ
ロ
組
織
に
指

定
、
ソ
レ
イ
マ
ニ
氏
を
「
世

界
各
地
に
お
け
る
イ
ラ
ン
の

テ
ロ
活
動
を
指
揮
し
て
い

る
。
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
使
っ

て
イ
ス
ラ
ム
革
命
を
広
め
よ

う
と
し
て
い
る
」（
ポ
ン
ペ

オ
国
務
長
官
）
と
敵
視
し
て

き
た
。

　

米
国
や
イ
ス
ラ
エ
ル
、
親

米
ア
ラ
ブ
諸
国
の
情
報
機
関

は
こ
れ
ま
で
も
ソ
レ
イ
マ
ニ

氏
暗
殺
を
試
み
て
き
た
と
さ

れ
る
。
数
々
の
謀
略
を
く
ぐ

り
抜
け
て
き
た
が
、
そ
の
命

脈
は
訪
問
先
の
イ
ラ
ク
で
断

た
れ
た
。

ら
に
別
の
１
人
が
代
表
の
政

党
支
部
に
１
０
０
万
円
を

寄
付
し
て
い
た
。「
５
０
０
」

社
は
事
業
へ
の
出
資
を
表
明

し
て
い
た
。

　

政
治
資
金
規
正
法
は
、
外

国
人
や
外
国
法
人
か
ら
の
寄

付
を
禁
止
。
２
０
０
万
円
は

「
５
０
０
」
社
が
用
意
し
た

可
能
性
を
視
野
に
調
べ
て
い

る
。

　

２
０
０
万
円
の
寄
付
を
受

け
た
政
党
支
部
の
代
表
を
務

め
る
議
員
の
事
務
所
は
、
議

員
が
仲
里
容
疑
者
ら
と
面
会

し
た
こ
と
が
あ
る
と
認
め
た

一
方
、「
５
０
０
」
社
側
か

ら
の
現
金
受
領
は
否
定
。
取

材
に
「
観
光
会
社
か
ら
政
治

活
動
に
賛
同
す
る
と
の
趣
旨

で
寄
付
し
て
も
ら
っ
た
と
認

識
し
て
お
り
、
原
資
は
知
ら

な
い
。
別
の
議
員
側
へ
の

１
０
０
万
円
の
寄
付
は
本
人

の
判
断
で
行
っ
た
」
と
答
え

た
。

　

秋
元
容
疑
者
は
１
７
年
９

月
に
現
金
３
０
０
万
円
を
受

け
取
っ
た
な
ど
と
し
て
逮
捕

さ
れ
た
が
、
容
疑
を
全
面
否

認
し
て
い
る
。

カ
月
間
で
月
平
均
８
０
時
間

以
内
③
年
７
２
０
時
間
以
内

―
の
全
て
を
満
た
す
必
要
が

あ
り
、
違
反
に
は
罰
則
が
あ

る
。

　

既
に
始
ま
っ
た
大
企
業
で

は
「
時
短
勤
務
に
つ
な
が
っ

た
」
と
評
価
す
る
声
が
あ
る

一
方
「
も
っ
と
働
き
た
い
の

に
一
律
に
時
間
管
理
さ
れ
る

こ
と
へ
の
不
満
が
あ
る
」
と

の
声
も
漏
れ
る
。
中
小
で
は

特
に
人
手
不
足
感
が
強
く
、

残
業
で
人
手
不
足
を
補
っ
て

き
た
場
合
、
業
績
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
る
。

　

６
月
に
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
の

防
止
対
策
が
大
企
業
に
義
務

づ
け
ら
れ
る
。
相
談
窓
口
や

調
査
体
制
、
加
害
者
の
懲
戒

処
分
の
規
定
整
備
な
ど
が
必

要
と
な
る
。
被
害
者
や
調
査

協
力
者
へ
の
不
利
益
取
り
扱

い
を
禁
じ
、
違
反
し
た
企
業

は
厚
労
省
が
社
名
を
公
表
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
職
業
紹
介

業
者
は
違
反
企
業
の
求
人
の

掲
載
を
拒
否
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

虚
心
に
聞
く
」
と
表
明
し
た
が
、五
大
要
求
に
は
触
れ
ず
、
デ
モ
隊
に
譲
歩
し
な
い
姿
勢
を
改
め
て
示
し
た
。



６
割
が
Ａ
Ｉ
５
知
ら
ぬ
も

者
団
か
ら
「
政
府
と
し
て
燃

料
価
格
上
昇
を
食
い
止
め
る

た
め
の
方
策
は
あ
る
か
」
と

問
わ
れ
、「
国
内
燃
料
価
格

に
も
確
実
に
影
響
す
る
だ
ろ

う
。
ど
こ
ま
で
我
々
が
耐
え

ら
れ
る
か
見
極
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
燃
料
価
格
上
昇

は
厄
介
な
問
題
だ
。
た
だ
、

政
府
と
し
て
価
格
統
制
は
行

わ
な
い
。
記
者
諸
君
に
は
必

ず
こ
れ
を
書
い
て
も
ら
い
た

い
」
と
語
っ
た
。

　

石
油
公
社
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス

社
（
Ｐ
Ｂ
）
は
、
原
油
国
際

相
場
の
変
動
に
合
わ
せ
て
、

伯
国
内
の
燃
料
価
格
を
随
時

変
更
し
て
い
る
。

　

中
東
事
変
発
生
で
国
際
原

油
価
格
が
上
が
り
、
伯
国
内

の
燃
料
価
格
も
上
が
る
と
、

イ
ン
フ
レ
情
勢
に
も
影
響
す

る
し
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
業
者

が
反
対
の
ス
ト
を
起
こ
す
可

能
性
が
高
ま
る
。

　

し
か
し
、
政
府
が
Ｐ
Ｂ
に

国
内
燃
料
価
格
の
据
え
置
き

を
強
制
す
る
と
、「
統
制
経

済
」
と
の
批
判
が
市
場
か
ら

　

国
民
の
民
主
主
義
へ
の
信
頼
感
が
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
就
任
１
年
後
に
や
や
揺

ら
い
で
い
る
こ
と
や
、
国
民
の
６
割
ほ
ど
は
軍
政
時
代
の
「
軍
政
令
第
５
条
（
Ａ

Ｉ
５
）」
を
知
ら
な
い
こ
と
、
軍
事
政
権
時
代
の
印
象
が
悪
化
し
、
再
軍
政
化
は
起

こ
り
え
な
い
と
考
え
る
人
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
が
ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
の
調

査
で
わ
か
っ
た
と
、
１
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
が
報
じ
て
い
る
。

性
」
に
対
す
る
国
民
の
危
機

感
は
下
が
っ
て
い
る
こ
と
も

わ
か
っ
た
。

　

１
８
年
１
０
月
に
は
、
軍

政
復
帰
が
起
き
る
可
能
性
が

「
大
い
に
あ
る
」
と
考
え
て

い
た
人
が
３
１
％
い
た
の
に

対
し
、
今
回
の
調
査
で
は
そ

れ
が
２
１
％
に
後
退
。「
少

し
は
あ
る
」
は
１
９
％
か

ら
２
５
％
に
上
が
っ
た
。
ま

た
、「
そ
の
可
能
性
は
ま
る
っ

き
り
な
い
」
が
４
２
％
か
ら

４
９
％
に
上
が
り
、
１
４
年

２
月
の
５
１
％
に
近
づ
き
つ

つ
あ
る
。

　

ま
た
、
昨
年
１
０
月
末
に

大
統
領
三
男
の
エ
ド
ゥ
ア
ル

ド
下
議
が
言
及
し
、
国
内
に

緊
張
感
が
走
っ
た
Ａ
Ｉ
５
に

関
す
る
質
問
で
は
、
６
５
％

が「
聞
い
た
こ
と
さ
え
な
い
」

と
答
え
て
い
る
。

　

エ
ド
ァ
ウ
ル
ド
氏
の
発
言

直
後
に
行
わ
れ
た
調
査
で

は
、
８
２
％
が
「
聞
い
た
こ

と
が
な
い
」
だ
っ
た
の
で
、

そ
れ
以
降
の
報
道
な
ど
を
通

じ
て
Ａ
Ｉ
５
の
知
名
度
が
上

が
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
だ

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
命
令

を
受
け
た
米
軍
が
、
２
日
に

イ
ラ
ン
の
ソ
レ
イ
マ
ニ
司
令

官
を
暗
殺
し
た
こ
と
で
、
世

界
中
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
い

る
。
そ
ん
な
中
、
伯
国
内
で

は
、「
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
、
フ
ィ

カ
・
カ
ラ
ー
ド
（
何
も
い
う

が
、
軍
政
下
で
の
政
治
犯
の

取
り
締
ま
り
や
検
閲
が
強
化

さ
れ
た
１
９
６
８
〜
７
８
年

の
悪
名
高
い
法
律
に
関
し
て

何
も
知
ら
な
い
国
民
は
、
依

然
と
し
て
多
い
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、「
軍

事
政
権
は
負
の
遺
産
を
残
し

た
」
と
判
断
し
て
い
る
人
が

５
９
％
お
り
、
１
８
年
１
０

月
の
５
１
％
よ
り
上
が
っ
て

い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　

１
４
年
２
月
の
調
査
で

は
、「
負
の
遺
産
」
と
考

え
る
人
が
４
６
％
、「
正

の
遺
産
」
と
考
え
る
人
が

２
２
％
、「
わ
か
ら
な
い
」

が
３
２
％
だ
っ
た
が
、
１
８

年
１
０
月
は
、「
負
の
遺
産
」

が
５
１
％
、「
正
の
遺
産
」

が
３
２
％
、「
わ
か
ら
な
い
」

再
軍
政
化
の
懸
念
も
や
わ
ら
ぐ

出
て
、
Ｐ
Ｂ
株
下
落
や
伯
国

経
済
の
国
際
的
な
信
用
度
が

落
ち
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
も

あ
る
。

　

記
者
団
は
、「
価
格
統
制

を
行
わ
ず
に
燃
料
価
格
上
昇

の
影
響
を
緩
和
さ
せ
る
方
策

は
あ
る
の
か
？
」
と
食
い
下

が
っ
た
が
、
大
統
領
は
「
こ

れ
か
ら
詳
し
い
者
と
相
談
す

レ
ル
６
９
・
２
ド
ル
を
つ
け
、

米
国
石
油
も
４
・
２
８
％
高

の
１
バ
レ
ル
６
３
・
８
ド
ル

を
つ
け
た
。

　

２
０
１
８
年
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
イ
ラ
ク
と
イ
ラ
ン

は
世
界
の
原
油
生
産
量
ラ
ン

キ
ン
グ
５
位
と
６
位
を
占
め

て
お
り
、
そ
の
両
国
が
関
わ

る
事
変
は
原
油
の
国
際
価
格

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

　

ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
伯
大
統
領
は
３
日
朝
、
記

　

米
国
国
防
総
省
が
２
日
夜

（
現
地
時
間
３
日
未
明
）、
イ

ラ
ク
の
首
都
バ
グ
ダ
ッ
ト
で

イ
ラ
ン
革
命
防
衛
隊
の
ソ
レ

イ
マ
ニ
司
令
官
を
殺
害
し
た

と
発
表
し
た
。
事
件
の
余
波

は
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
る

が
、
事
件
を
受
け
て
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
を
始
め
と
す

る
伯
国
の
反
応
を
、
３
日
付

伯
字
紙
・
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト

が
報
じ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
時
間
の
３
日

午
前
８
時
１
９
分
、
英
国
産

ブ
レ
ン
ト
石
油
価
格
は
前

日
比
４
・
４
５
％
高
の
１
バ

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ「
燃
料
統
制
し
な
い
」

黒
字
額
は
前
年
比
２
０
％
減

高
ま
る
価
格
高
騰
へ
の
不
安

る
」
と
語
る
に
と
ど
め
た
。

同
大
統
領
は
、
３
日
朝
、
パ

ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済
相
と
ロ

ベ
ル
ト
・
カ
ス
テ
ロ
・
ブ
ラ

ン
コ
Ｐ
Ｂ
総
裁
に
電
話
を
し

た
が
、
ど
ち
ら
も
出
な
か
っ

た
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
は
、
大
統
領
府
安
全
保
障

室
（
Ｇ
Ｓ
Ｉ
）
の
ア
ウ
グ
ス

ト
・
エ
レ
ー
ノ
長
官
と
会
合

を
持
ち
、
中
東
情
勢
の
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
る
意
向
も
明

ら
か
に
し
た
。

　

国
際
政
治
が
専
門
の
伯
人

女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
サ

ン
ド
ラ
・
コ
ー
エ
ン
氏
は
、

３
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
で
、
イ

ラ
ン
国
内
で
絶
大
な
人
気
と

実
力
を
誇
っ
て
い
た
ソ
レ
イ

マ
ニ
司
令
官
の
殺
害
は
、
米

国
か
ら
イ
ラ
ン
へ
の
宣
戦
布

告
に
他
な
ら
ず
、
イ
ラ
ン
か

ら
の
反
撃
は
避
け
ら
れ
な
い

と
し
て
い
る
。

ト
も
後
退
し
た
。

　
「
軍
事
政
権
の
方
が
よ
い
」

と
い
う
意
見
は
１
年
前
の

１
３
％
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

１
２
％
だ
が
、「
ど
ち
ら
で

も
か
ま
わ
な
い
」
と
い
う
意

見
は
、
１
３
％
か
ら
２
２
％

へ
と
大
幅
に
増
え
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
の
誤
差
は
、

上
下
２
％
ず
つ
だ
。

　

民
主
主
義
を
支
持
す
る
人

の
割
合
は
、
大
学
卒
業
者
が

８
５
％
、
最
低
給
与
の
１
０

倍
以
上
の
所
得
者
も
８
１
％

と
高
い
。
だ
が
、
小
学
校
ま

で
し
か
出
て
い
な
い
人
で
は

４
８
％
、
最
低
給
与
の
２
倍

以
下
の
人
も
５
３
％
と
低
く

な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
そ
の
一
方
で
、「
実

際
に
軍
事
政
権
に
な
る
可
能

在りし日のソレイマニ司令官
（右・Presidência do Irã）

２日のボウソナロ大統領
（Wilson Dias/Agência Brasil）

「
軍
政
は
負
」の
印
象
も
上
が
る

貿易収支

が
１
７
％
。今
回
調
査
で
は
、

「
正
の
遺
産
」
が
３
０
％
、

「
わ
か
ら
な
い
」
が
１
２
％

と
な
っ
て
お
り
、「
負
の
遺

産
」
と
自
覚
す
る
人
が
増
え

て
き
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

な
）」
と
い
う
ツ
イ
ッ
タ
ー

の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
が
大
量
に

出
回
り
、
話
題
と
な
っ
た
。

か
ね
て
か
ら
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
を
敬
愛
す
る
こ
と
で
知
ら

れ
る
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
だ
が
、

こ
の
１
年
、
失
言
の
数
々
で

世
界
的
に
有
名
に
な
っ
た
同

氏
。
し
か
も
、
今
回
の
件
は

戦
争
に
発
展
す
る
恐
れ
も
あ

る
だ
け
に
、
う
か
つ
な
発
言

で
大
事
に
な
る
こ
と
を
恐
れ

て
い
る
国
民
も
多
い
。今
後
、

暗
殺
問
題
が
ど
う
転
ぶ
か
は

誰
に
も
わ
か
ら
な
い
が
、
伯

国
に
と
っ
て
も
心
配
の
種
が

で
き
た
こ
と
は
確
か
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

日
本
で
も
年
始
は
大
学
対

抗
の
箱
根
駅
伝
で
盛
り
上
が

る
が
、
聖
市
で
は
大
晦
日
恒

例
の
ミ
ニ
・
マ
ラ
ソ
ン
、「
サ

ン
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
レ
」
で

一
つ
の
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
。

ゴ
ー
ル
直
前
ま
で
勝
利
を

確
信
し
て
い
た
キ
ン
プ
リ

モ
（
ウ
ガ
ン
ダ
）
を
、
カ
ン

デ
ィ
（
ケ
ニ
ア
）
が
後
ろ
か

ら
全
力
疾
走
で
抜
き
去
り
、

逆
転
優
勝
し
た
の
だ
。
そ
の

最
後
の
瞬
間
は
、
１
０
数
キ

ロ
走
っ
た
あ
と
と
は
思
え
な

い
、
ま
る
で
短
距
離
走
の
よ

う
。
世
界
の
マ
ラ
ソ
ン
界
を

ア
フ
リ
カ
勢
が
独
占
し
て
い

る
こ
と
が
納
得
で
き
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
日
、
大
聖
市
圏
で
強
い

雨
が
降
り
、
各
水
系
と
も
、

１
日
で
３
０
〜
５
０
ミ
リ
を

記
録
し
た
。
予
報
だ
と
、
天

気
は
こ
の
先
、
１
週
間
ほ
ど

不
安
定
な
状
況
が
続
き
、
連

日
、
１
０
〜
２
０
ミ
リ
の
降

水
予
報
が
出
て
い
る
。
最
高

気
温
は
い
ず
れ
も
高
く
、
そ

の
蒸
し
暑
さ
か
ら
夕
立
が
降

り
や
す
く
な
る
と
い
う
。
１

月
は
１
年
で
最
も
降
水
量
が

多
い
月
の
ひ
と
つ
だ
が
、
く

れ
ぐ
れ
も
水
害
に
だ
け
は
気

を
つ
け
た
い
と
こ
ろ
。

　
【
既
報
関
連
】
昨
年
８
月

に
議
会
承
認
さ
れ
た
後
も
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
に
よ
る

部
分
的
項
目
の
拒
否
、
そ
の

後
の
議
会
に
よ
る
「
拒
否
の

拒
否
」
な
ど
、
議
会
と
大
統

領
府
で
大
き
く
意
見
が
割
れ

た
職
権
乱
用
防
止
法
が
、
３

日
か
ら
施
行
さ
れ
た
と
、
３

日
付
伯
字
紙
・
サ
イ
ト
が
報

じ
た
。

　

２
年
間
に
及
ぶ
議
会
で
の

討
議
の
末
、
昨
年
９
月
に
交

付
宣
言
さ
れ
た
法
律
は
、
１

９
６
５
年
に
制
定
さ
れ
た
既

存
の
法
律
を
改
定
し
た
も
の

だ
。
既
存
の
法
律
で
は
行
政

府
だ
け
を
対
象
に
職
権
乱
用

を
定
義
し
て
い
た
が
、
新
法

で
は
、
立
法
や
司
法
、
警
察

や
検
察
な
ど
、
全
て
の
公
権

力
の
職
員
が
対
象
と
な
る
。

　

３
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
な

ど
は
、「
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ

連
邦
地
裁
判
事
（
当
時
）
は

２
０
１
６
年
３
月
に
、
汚
職

容
疑
で
調
査
対
象
と
な
っ
て

い
た
ル
ー
ラ
前
大
統
領
の
通

信
録
音
を
公
開
し
た
が
、
本

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
新
法
で

は
、
こ
う
し
た
録
画
音
声
の

公
開
や
盗
聴
も
罪
と
な
り
得

る
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

　

議
会
承
認
直
後
は
、
５
３

の
行
為
が
職
権
乱
用
罪
と
し

て
定
義
さ
れ
た
が
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
そ
の
中
の

２
３
項
目
を
拒
否
（
職
権
乱

用
に
は
な
ら
な
い
）と
し
た
。

　

し
か
し
、
大
統
領
が
拒
否

し
た
２
３
項
目
中
１
５
項
目

を
議
会
が
復
活
さ
せ
た
こ

と
で
、
合
計
４
５
件
の
職
権

乱
用
罪
が
定
義
さ
れ
、
罰
則

と
し
て
、
罰
金
や
被
害
者
へ

の
補
償
、
最
大
４
年
の
禁
固

刑
に
な
る
こ
と
も
定
め
ら
れ

た
。
再
犯
の
場
合
に
は
罪
も

重
く
な
り
、
公
職
を
解
か
れ

た
り
、
最
長
５
年
間
の
公
務

復
帰
禁
止
と
な
っ
た
り
す
る

可
能
性
も
出
て
き
た
。

　

ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア
下
院

議
長
は
、「
こ
の
法
律
は
、

裁
判
官
が
捜
査
開
始
を
決
定

す
る
こ
と
や
検
察
が
誰
か
を

起
訴
す
る
こ
と
を
邪
魔
す
る

性
質
の
も
の
で
は
な
い
」
と

し
て
い
る
が
、
裁
判
官
や
検

察
官
の
団
体
（
複
数
）
は
こ

れ
ま
で
も
、「
多
く
の
犯
罪

者
が
無
罪
放
免
と
な
り
か
ね

な
い
」
と
批
判
し
て
い
る
。

　

経
済
省
が
２
日
に
発
表

し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

２
０
１
９
年
の
貿
易
収
支
は

４
６
７
億
ド
ル
の
黒
字
で
、

前
年
比
で
約
２
０
％
減
額
と

２
、３
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ

ト
が
報
じ
た
。

　

１
９
年
の
貿
易
収
支
黒
字

額
は
、
景
気
後
退
期
だ
っ
た

２
０
１
５
年
の
１
９
５
億
ド

ル
こ
そ
上
回
っ
た
も
の
の
、
同

年
以
降
で
は
最
悪
の
結
果
と

な
っ
た
。
１
９
年
の
輸
出
総

額
は
２
２
４
０
億
ド
ル
で
前

年
比
で
７
・
５
％
減
、
輸
入

総
額
も
１
７
７
３
億
ド
ル

で
、
前
年
比
３
・
３
％
減
を

記
録
し
た
。

　

連
邦
政
府
は
黒
字
額
よ
り

も
貿
易
量
（
輸
出
＋
輸
入
）

に
関
心
が
あ
る
と
い
う
が
、

額
で
見
る
限
り
、
輸
出
、
輸

入
の
双
方
が
減
額
と
な
っ
て
い

る
。
経
済
省
担
当
者
は
、
米

中
の
貿
易
戦
争
の
影
響
で
世

界
的
に
経
済
や
貿
易
の
伸
び

が
緩
や
か
で
あ
る
事
と
、
中

国
が
豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
、
最
近

ま
で
は
豚
コ
レ
ラ
と
呼
ん
で

い
た
）
流
行
で
大
豆
の
輸
入

を
差
し
控
え
た
事
な
ど
を
挙

げ
て
、
貿
易
収
支
の
黒
字
減

額
を
説
明
し
て
い
る
。

　

輸
出
額
が
最
も
減
っ
た
の

は
車
や
車
用
の
部
品
な
ど
の

工
業
化
製
品
で
、
１
日
あ
た

り
の
取
扱
額
は
１
１
・
１
％

減
額
し
た
。
特
に
、
主
な
輸

出
相
手
国
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

が
、
２
年
連
続
の
景
気
後
退

で
工
業
化
製
品
を
買
い
控
え

た
事
が
響
い
た
。
同
国
へ
の

輸
出
額
は
前
年
比
で
３
５
・

６
％
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
専
門
家
の
中
に

は
「
伯
国
工
業
界
の
国
際

競
争
力
の
な
さ
が
輸
出
減
を

招
い
た
」
と
見
る
向
き
も
あ

る
。
こ
の
事
は
、
１
９
年
の

輸
出
総
額
の
５
２
・７
％
が
コ

モ
デ
ィ
テ
ィ
な
ど
の
第
一
次
産

品
で
あ
っ
た
事
か
ら
も
窺
え

る
。
工
業
化
製
品
の
割
合
は

３
４
・
６
％
で
、
過
去
４
０

年
間
で
最
低
だ
っ
た
。

　
一
方
、
世
界
的
な
経
済
減

速
の
影
響
で
輸
入
総
額
自
体

は
減
っ
た
も
の
の
、
機
械
な

ど
の
資
本
財
の
輸
入
量
が
増

え
て
お
り
、
伯
国
経
済
が
回

復
に
向
か
っ
て
い
る
事
が
窺
わ

れ
る
と
の
声
が
あ
る
。

　

そ
れ
を
反
映
す
る
事
象

の
一
つ
は
、
国
内
の
新
車
販

売
（
乗
用
車
、
軽
量
商
用

車
、ト
ラ
ッ
ク
、バ
ス
の
総
数
）

が
前
年
比
８
・
６
５
％
増
の

２
７
８
万
台
に
達
し
、
２
０

１
４
年
以
降
で
最
良
だ
っ
た

事
だ
。
乗
用
車
と
軽
量
商
用

車
の
販
売
は
７
・
６
５
％
増

だ
が
、
ト
ラ
ッ
ク
は
３
３
・１

２
％
、
バ
ス
も
３
８
・９
４
％

と
大
幅
に
増
え
た
。

　

全
国
自
動
車
販
売
業
者
連

盟
に
よ
る
と
、
新
車
販
売
増

は
、
経
済
基
本
金
利
引
き
下

げ
や
債
務
不
履
行
率
と
失
業

率
の
低
下
で
、
消
費
者
や
企

業
家
の
信
頼
感
が
高
ま
っ
た

事
が
原
因
だ
と
い
う
。

　

た
だ
、
輸
出
が
伸
び
悩
ん

だ
事
で
、
生
産
台
数
は
期
待

さ
れ
た
程
伸
び
な
か
っ
た
。

　
【
既
報
関
連
】
人
気
コ
メ

デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
「
ポ
ル
タ
・

ド
ス
・
フ
ン
ド
ス
」
の
事
務

所
を
襲
い
、
火
炎
瓶
を
投
げ

つ
け
た
主
犯
は
社
会
自
由
党

（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
党
員
で
、
既
に

ロ
シ
ア
に
逃
亡
中
と
、
２
日

付
伯
字
サ
イ
ト
な
ど
が
報
じ

て
い
る
。

　

事
件
は
１
２
月
２
４
日
未

明
、
リ
オ
市
ボ
タ
フ
ォ
ゴ
地

区
に
あ
る
ポ
ル
タ
・
ド
ス
・

フ
ン
ド
ス
の
事
務
所
で
起
き

た
。
実
行
犯
は
、「
統
合
主
義
」

の
旗
を
掲
げ
、
覆
面
で
顔
を

隠
し
た
３
人
組
と
さ
れ
た
が
、

警
察
は
関
与
し
た
の
は
５
人

と
見
て
、
身
元
の
確
認
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　

事
務
所
や
そ
の
周
辺
の
監

視
カ
メ
ラ
の
映
像
か
ら
、
リ

オ
市
警
は
主
犯
を
エ
ド
ゥ
ア

ル
ド
・
フ
ァ
ウ
ジ
・
リ
シ
ャ

ル
ジ
・
セ
ル
キ
ー
ゼ
容
疑
者

（
４
１
）
と
断
定
。
年
末
か

ら
は
顔
写
真
と
懸
賞
付
で
、

情
報
提
供
を
求
め
る
報
道
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。

　

同
容
疑
者
に
対
し
て
は

１
２
月
３
０
日
に
逮
捕
状
が

出
さ
れ
た
。
だ
が
、
同
容
疑

者
は
前
日
の
２
９
日
に
、
リ

オ
市
の
ト
ム
・
ジ
ョ
ビ
ン
空

港
か
ら
パ
リ
を
経
由
し
て
ロ

シ
ア
へ
と
逃
亡
し
た
。
逃
亡

の
様
子
は
監
視
カ
メ
ラ
で
確

認
さ
れ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
で

撮
影
し
た
映
像
も
ネ
ッ
ト
上

に
流
れ
て
い
る
。

　

同
容
疑
者
は
２
０
０
１
年

に
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が

１
１
月
ま
で
所
属
し
た
Ｐ
Ｓ

Ｌ
に
入
党
。
ネ
オ
・
ナ
チ
な

ど
の
思
想
に
染
ま
っ
て
い
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　

セ
ル
キ
ー
ゼ
容
疑
者
に
は

妻
へ
の
家
庭
内
暴
力
や
傷
害

罪
な
ど
の
前
科
も
少
な
く
な

い
。
２
０
１
３
年
に
は
リ
オ

市
保
安
局
長
の
ア
レ
ッ
ク
ス
・

コ
ス
タ
氏
に
対
す
る
傷
害
罪

で
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。

　

リ
オ
市
警
は
２
日
、
国
際

警
察
の
指
名
犯
リ
ス
ト
に
同

容
疑
者
の
名
前
を
加
え
る
よ

う
要
請
し
て
い
る
。

民主主義への信頼やや下降
　

今
回
の
調
査
は
１
９
年

１
２
月
５
〜
６
日
に
全
国

１
７
６
市
、
２
９
４
８
人
を

対
象
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、

「
民
主
主
義
こ
そ
が
最
高
の

国
家
統
治
方
法
」
だ
と
考
え

て
い
る
国
民
は
６
２
％
だ
っ

た
。

　

数
字
そ
の
も
の
は
、
歴
代

の
調
査
で
も
わ
り
と
高
い
方

だ
が
、
２
０
１
８
年
の
大
統

領
選
の
只
中
に
行
わ
れ
、
過

去
最
高
を
記
録
し
た
６
９
％

と
比
べ
る
と
、
７
％
ポ
イ
ン

職
権
乱
用
防
止
法
３
日
か
ら
施
行

司
法
や
検
察
か
ら
は
反
発
も

亜
国
の
不
況
や
米
中
戦
争
響
く

ダッタ
フォーリャ

米
軍
の
イ
ラ
ン
司
令
官
殺
害
で
動
転

（２）２０２０年 第５３９９号 １月 ４日 （土曜日）

主
犯
が
ロ
シ
ア
へ
逃
亡

傷
害
罪
前
科
多
数
の
Ｐ
Ｓ
Ｌ
党
員

コメディ・グループ
襲撃事件



　

今こ

年と
し

の
春は

る

、
北き

た

は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
南み

な
み
は
ギ
リ
シ
ャ
ま
で

欧お
う

州し
ゅ
うを
回ま

わ

っ
て
、
お
み
や
げ
に
ポ
ケ
モ
ン
の
イ
ラ
ス
ト
入い

り
の

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
配く

ば

っ
た
ら
、
各か

く

地ち

で
大だ

い

人に
ん

気き

だ
っ
た
。
息む

す

子こ

が
ポ
ケ
モ
ン
に
熱ね

っ

中ち
ゅ
うし
て
い
る
、
と
か
、
孫ま

ご

が
大だ

い

好す

き
だ
、

な
ど
、
ポ
ケ
モ
ン
を
知し

ら
な
い
人ひ

と

は
一ひ

と

人り

も
い
な
か
っ
た
。

　

人に
ん

間げ
ん

が
様さ

ま

々ざ
ま

な
ポ
ケ
ッ
ト
・
モ
ン
ス
タ
ー
と
心こ

こ
ろ
を
通か

よ

わ
せ

る
、
と
い
う
の
は
、
従

じ
ゅ
う

来ら
い

の
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
う
か
ら
完か

ん

全ぜ
ん

に
は
み
出だ

し
た
神し

ん

道と
う

的て
き

な
世せ

界か
い

観か
ん

だ
。
人に

ん

間げ
ん

以い

外が
い

の
様さ

ま

々ざ
ま

な
生せ

い

物ぶ
つ

・
無む

生せ
い

物ぶ
つ

に
精せ

い

霊れ
い

が
宿や

ど

っ
て
い
る
と
い
う
ア
ニ
ミ
ズ
ム
は
、西せ

い

洋よ
う

で
は

「
原げ

ん

始し

宗し
ゅ
う

教き
ょ
う」
と
し
て
見み

下く
だ

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ポ
ケ

モ
ン
に
夢む

中ち
ゅ
うに
な
っ
て
育そ

だ

っ
た
欧お

う

米べ
い

の
子こ

供ど
も

た
ち
は
、
キ
リ
ス

ト
教き

ょ
うの
神か

み

よ
り
も
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
方ほ

う

に
親し

ん

近き
ん

感か
ん

を
覚お

ぼ

え
る
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
サ
ン
マ
リ
ノ
の
駐

ち
ゅ
う

日に
ち

大た
い

使し

に
し
て
在ざ

い

日に
ち

外が
い

交こ
う

団だ
ん

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
る

マ
ン
リ
オ
・
カ
デ
ロ
氏し

と
外が

い

交こ
う

評ひ
ょ
う

論ろ
ん

家か

の
加か

瀬せ

英ひ
で

明あ
き

氏し

と
の

対た
い

談だ
ん

集し
ゅ
う『
神し

ん

道と
う

が
世せ

界か
い

を
救す

く

う
』［
１
］
を
読よ

む
と
、
神し

ん

道と
う

的て
き

世せ

界か
い

観か
ん

が
現げ

ん

代だ
い

文ぶ
ん

明め
い

の
様さ

ま

々ざ
ま

な
問も

ん

題だ
い

か
ら
世せ

界か
い

を
救す

く

う
可か

能の
う

性せ
い

が
あ
る
こ
と
が
説と

か
れ
て
お
り
、
ポ
ケ
モ
ン
が
そ
の
旗は

た

振ふ

り
役や

く

に
な
る
の
で
は
、
と
期き

待た
い

を
も
っ
た
。

　

カ
デ
ロ
氏し

は
日に

本ほ
ん

滞た
い

在ざ
い

４
０
年ね

ん

を
超こ

し
、
す
で
に
８
０
か

所し
ょ

以い

上じ
ょ
うの
神じ

ん

社じ
ゃ

を
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
て
い
る
。
本ほ

ん

書し
ょ

で
も
伊い

勢せ

神じ
ん

宮ぐ
う

の

式し
き

年ね
ん

遷せ
ん

宮ぐ
う

へ
の
参さ

ん

列れ
つ

、
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

の
宗む

な

像か
た

大た
い

社し
ゃ

の
「
み
あ
れ
祭さ

い

」

へ
の
参さ

ん

加か

な
ど
を
語か

た

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
出で

羽わ

三さ
ん

山ざ
ん

を

訪お
と
ずれ
た
時と

き

の
体た

い

験け
ん

を
引い

ん

用よ
う

し
よ
う
。

カ
デ
ロ　

神し
ん

道と
う

は
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
原げ

ん

型け
い

で
す
ね
。
こ
の
原げ

ん

型け
い

が

日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
つ
く
っ
て
き
た
し
、
い
ま
も
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
出で

羽わ

三さ
ん

山ざ
ん

を
訪お

と
ずれ
る
と
、
森し

ん

林り
ん

の
霊れ

い

気き

を
い
っ
ぱ
い
に
感か

ん

じ

ま
す
。

　
樹じ

ゅ

木も
く

は
、
私わ

た
した
ち
と
同お

な

じ
よ
う
に
呼こ

吸き
ゅ
うし
て
い
ま
す
。

　

樹じ
ゅ

木も
く

は
人に

ん

間げ
ん

に
と
っ
て
有ゆ

う

害が
い

な
二に

酸さ
ん

化か

炭た
ん

素そ

を
吸す

い
込こ

ん

で
、
新し

ん

鮮せ
ん

な
酸さ

ん

素そ

を
私わ

た
した
ち
へ
の
贈お

く

り
物も

の

と
し
て
い
っ
ぱ
い
吐は

き
出だ

し
て
く
れ
る
か
ら
、
き
っ
と
、
霊れ

い

気き

を
感か

ん

じ
る
の
で
し
ょ

う
。・
・
・ ポ

ケ
モ
ン
が
広ひ

ろ

め
る
神し

ん

道と
う

的て
き

な
世せ

界か
い

観か
ん

                    『
神し

ん

道と
う

が
世せ

界か
い

を
救す

く

う
』を
読よ

む

２０１８年
ねん

１２月
がつ

３０日
にち

版
ばん

　
三さ

ん

山ざ
ん

は
、
月が

っ

山さ
ん

、
湯ゆ

殿ど
の

山さ
ん

、
羽は

黒ぐ
ろ

山さ
ん

の
三み

っ

つ
の
峰み

ね

で
す
が
、

の
ぼ
っ
て
い
く
と
、
木き

の
香か

が
ま
じ
っ
た
清き

よ

い
空く

う

気き

が
胸む

ね

を
み

た
し
て
、し
だ
い
に
心し

ん

身し
ん

が
安や

す

ら
ぎ
ま
す
。
い
き
い
き
と
し
て
、

豊ゆ
た

か
な
、
贅ぜ

い

沢た
く

な
体た

い

験け
ん

で
す
ね
。・
・
・

　

樹じ
ゅ

木も
く

や
森し

ん

林り
ん

が
信し

ん

仰こ
う

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
の
が
、
よ
く

理り

解か
い

で
き
ま
す
ね
。

　

そ
し
て
、
山や

ま

は
、
天て

ん

と
大だ

い

地ち

が
接せ

っ

す
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
、

霊れ
い

気き

を
感か

ん

じ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
に
山や

ま

は
水み

ず

の
源

み
な
も
とで
す
。
現げ

ん

代だ
い

人じ
ん

は
日に

ち

常じ
ょ
う、
水み

ず

の
有あ

り

難が
た

さ
を
意い

識し
き

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昔む

か
しの
人ひ

と

々び
と

は
生い

命の
ち

を
支さ

さ

え
て
く
れ
る
水み

ず

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
山や

ま

に
、
大お

お

き
な
恵め

ぐ

み
を
感か

ん

じ
た
の
で
し
ょ
う
。［
１
，　
Ｐ
３
１
］

　

カ
デ
ロ
氏し

が
「
神し

ん

道と
う

は
信し

ん

ず
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感か

ん

じ
る
も
の
で
す
」
と
言い

う
の
も
、
こ
う
い
う
体た

い

験け
ん

か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
感か

ん

じ
方か

た

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

な
ら
誰だ

れ

で
も
経け

い

験け
ん

し
た
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

カ
デ
ロ
氏し

の
言い

う
「
神し

ん

道と
う

は
感か

ん

じ
る
も
の
」
は
上

じ
ょ
う

記き

の
体た

い

験け
ん

か
ら
も
よ
く
分わ

か
る
が
、「
信し

ん

ず
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
い
う
言こ

と

葉ば

は
、
も
う
少す

こ

し
説せ

つ

明め
い

が
必ひ

つ

要よ
う

だ
。
氏し

は
、
対た

い

談だ
ん

の
中な

か

で
、
こ
う
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
。

カ
デ
ロ　
神じ

ん

社じ
ゃ

は
、
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
うの
教

き
ょ
う

会か
い

や
仏ぶ

っ

教き
ょ
うの
寺て

ら

に
見み

ら

れ
る
よ
う
な
、
神か

み

か
仏ほ

と
け
を
「
信し

ん

じ
れ
ば
、
救す

く

わ
れ
る
と
、
脅

き
ょ
う

迫は
く

―
―
い
や
説と

い
た
り
勧か

ん

誘ゆ
う

し
た
り
す
る
こ
と
が
、
ま
っ
た
く

行お
こ
なわ
れ
ま
せ
ん
。

　
神し

ん

道と
う

に
は
、天て

ん

国ご
く

も
地じ

獄ご
く

も
な
く
て
、賞し

ょ
うも
罰ば

つ

も
な
い
の
も
、

大お
お

き
な
特と

く

徴ち
ょ
うで
す
ね
。［
１
，　
Ｐ
７
６
］

　
こ
の
点て

ん

を
加か

瀬せ

氏し

は
こ
う
補ほ

足そ
く

す
る
。

加か

瀬せ　
英え

い

語ご

の
「
レ
リ
ジ
ョ
ン
（
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う）」
も
同お

な

じ
よ
う
に
ラ

テ
ン
語ご

を
根ね

っ
こ
に
し
て
い
ま
す
が
、
ラ
テ
ン
語ご

で
は
「
レ
リ

ギ
オ
」
Ｒ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｏ　
で
、
レ
リ
ギ
オ
の
類る

い

語ご

の
「
レ

リ
ガ
ー
レ
」
Ｒ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｅ　
は
、「
縛し

ば

る
、
固か

た

く
縛し

ば

る
、

束そ
く

縛ば
く

す
る
」
を
意い

味み

し
て
い
ま
す
。

　
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うは
、
信し

ん

者じ
ゃ

を
か
な
ら
ず
束そ

く

縛ば
く

し
ま
す
。
し
か
し
、
神し

ん

道と
う

は
、
ユ
ダ
ヤ・キ
リ
ス
ト・イ
ス
ラ
ム
教き

ょ
うや
仏ぶ

っ

教き
ょ
うと
ち
が
っ
て
、

人ひ
と

を
束そ

く

縛ば
く

す
る
教

き
ょ
う

義ぎ

や
戒か

い

律り
つ

が
、
い
っ
さ
い
存そ

ん

在ざ
い

し
て
い
ま
せ

ん
。［
１
，　
Ｐ
４
６
］

　
「
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う」
と
は
「
縛し

ば

る
」
も
の
で
あ
り
、「
人ひ

と

を
束そ

く

縛ば
く

す
る

教き
ょ
う

義ぎ

や
戒か

い

律り
つ

」
か
ら
な
る
、
と
い
う
定て

い

義ぎ

を
踏ふ

ま
え
れ
ば
、

神し
ん

道と
う

は
「
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う」
で
は
な
い
、
と
い
う
お
二ふ

た

人り

の
指し

摘て
き

が
腑ふ

に

落お

ち
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
カ
デ
ロ
氏し

は
、
神し

ん

道と
う

は
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うで
は

な
い
か
ら
、
他た

の
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うと
も
両

り
ょ
う

立り
つ

す
る
と
い
う
。

カ
デ
ロ　
私わ

た
しは
イ
タ
リ
ア
の
古こ

都と

で
あ
る
シ
エ
ナ
で
、
カ
ト
リ
ッ

ク
の
家か

庭て
い

で
育そ

だ

ち
ま
し
た
。・
・
・

　
幼よ

う

児じ

洗せ
ん

礼れ
い

を
受う

け
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教

き
ょ
う

徒と

な
の
で
す
が
、
キ
リ

ス
ト
教

き
ょ
う

徒と

で
あ
る
こ
と
と
神し

ん

道と
う

を
受う

け
入い

れ
る
こ
と
に
、
何な

に

一ひ
と

つ
矛む

盾じ
ゅ
んが
な
い
と
確か

く

信し
ん

し
て
い
ま
す
。［
１
，　
Ｐ
４
０
］

　

宗
し
ゅ
う

教き
ょ
うが
発は

っ

達た
つ

す
る
と
、
そ
れ
を
専せ

ん

門も
ん

に
説と

く
神し

ん

父ぷ

や
お
坊ぼ

う

さ
ん
の
よ
う
な
人ひ

と

々び
と

が
現あ

ら
わ
れ
、
そ
れ
が
組そ

織し
き

化か

さ
れ
て
教

き
ょ
う

団だ
ん

が
で
き
る
。

カ
デ
ロ　
い
っ
た
ん
教

き
ょ
う

団だ
ん

に
な
る
と
、
そ
の
教

き
ょ
う

団だ
ん

の
力ち

か
ら
を
増ま

す

た
め
に
、
で
き
る
だ
け
信し

ん

者じ
ゃ

を
増ふ

や
し
て
財ざ

い

力り
ょ
くを
蓄た

く
わ
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
だ
か
ら
、
他た

宗し
ゅ
うが
す
べ
て
ラ
イ
バ
ル
と
な
っ
て
競

き
ょ
う

争そ
う

し
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
業

ぎ
ょ
う

界か
い

の
激は

げ

し
い
競

き
ょ
う

争そ
う

と
似に

て
い
ま
す
ね
。（
笑わ

ら
い）

　
す
る
と
、
教

き
ょ
う

団だ
ん

を
維い

持じ

し
拡か

く

大だ
い

す
る
こ
と
が
、
目も

く

的て
き

と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
ば
し
ば
信し

ん

仰こ
う

そ
の
も
の
よ
り
も
、
教

き
ょ
う

団だ
ん

を
維い

持じ

し
拡か

く

大だ
い

す
る
こ
と
の
ほ
う
が
、目も

く

的て
き

と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
ね
。［
１
，　

Ｐ
７
５
］

カ
デ
ロ　
他た

宗し
ゅ
うの
信し

ん

者じ
ゃ

を
、
神し

ん

道と
う

に
改か

い

宗し
ゅ
うさ
せ
よ
う
と
も
し
ま

せ
ん
ね
。

　
神し

ん

道と
う

は
他た

宗し
ゅ
うと
競き

そ

お
う
と
ま
っ
た
く
し
な
い
か
ら
で
す
ね
。

　
こ
の
よ
う
な
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うは
、
世せ

界か
い

の
ど
こ
に
も
存そ

ん

在ざ
い

し
て
い
ま
せ

ん
。［
１
，　
Ｐ
４
９
］

　

宗
し
ゅ
う

教き
ょ
うど
う
し
の
競

き
ょ
う

争そ
う

を
コ
ン
ビ
ニ
業

ぎ
ょ
う

界か
い

に
譬た

と

え
れ
ば
、
神し

ん

道と
う

と
は
競き

そ

う
合あ

う
コ
ン
ビ
ニ
店て

ん

の
間あ

い
だに
挟は

さ

ま
れ
た
公こ

う

園え
ん

の
よ
う
な

も
の
だ
。
公こ

う

園え
ん

は
コ
ン
ビ
ニ
店て

ん

と
は
競き

そ

わ
な
い
。
た
だ
双そ

う

方ほ
う

の

コ
ン
ビ
ニ
店て

ん

の
客き

ゃ
く
も
店て

ん

員い
ん

も
、
一い

っ

緒し
ょ

に
一ひ

と

休や
す

み
で
き
る
場ば

所し
ょ

で

あ
る
。

　

仏ぶ
っ

教き
ょ
うも
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うと
し
て
教

き
ょ
う

団だ
ん

を
持も

ち
、
信し

ん

者じ
ゃ

を
得え

よ
う
と
す

る
。
し
か
し
、
そ
の
激げ

き

烈れ
つ

さ
に
お
い
て
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
・

イ
ス
ラ
ム
教き

ょ
うは
特と

く

別べ
つ

だ
。

加か

瀬せ　
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
うに
、
全ぜ

ん

能の
う

の
神か

み

か
ら
授さ

ず

か
っ
た
、「
モ
ー

ゼ
の
十じ

っ

戒か
い

」
と
し
て
も
知し

ら
れ
る
、「
天て

ん

主し
ゅ

の
十じ

っ

戒か
い

」
が
あ

り
ま
す
が
、
第だ

い

一い
っ

戒か
い

目め

が
「
あ
な
た
は
、
わ
た
し
を
お
い
て
、

他ほ
か

に
神か

み

を
崇あ

が

め
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。・
・
・

カ
デ
ロ　
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
・
イ
ス
ラ
ム
教き

ょ
うは
、
自じ

分ぶ
ん

だ
け

が
絶ぜ

っ

対た
い

に
正た

だ

し
い
か
ら
、
他た

宗し
ゅ
うが
す
べ
て
邪じ

ゃ

教き
ょ
うと
な
っ
て
い
る

の
で
す
ね
。［
１
，　
Ｐ
４
８
］

　

そ
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
一い

っ

神し
ん

教き
ょ
うは
他た

宗し
ゅ
う

教き
ょ
うの
神し

ん

殿で
ん

や
彫

ち
ょ
う

像ぞ
う

破は

壊か
い

を
平へ

い

気き

で
行お

こ
な
う
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
バ
ー
ミ
ア
ン
の
石せ

き

仏ぶ
つ

を
イ
ス
ラ
ム
過か

激げ
き

派は

の
タ
リ
バ
ン
政せ

い

権け
ん

が
爆ば

く

破は

し
た
が
、
こ

う
し
た
蛮ば

ん

行こ
う

は
イ
ス
ラ
ム
教き

ょ
うに
限か

ぎ

っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

加か

瀬せ　
ロ
ー
マ
帝て

い

国こ
く

が
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

化か

す
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

徒と

に
よ
っ
て
、
異い

教き
ょ
う―
―
邪じ

ゃ

教き
ょ
うと
な
っ
た
多た

神し
ん

教き
ょ
うの
神し

ん

殿で
ん

や
、

彫ち
ょ
う

像ぞ
う

、
列れ

っ

柱ち
ゅ
うが
、
帝て

い

国こ
く

の
全ぜ

ん

域い
き

に
わ
た
っ
て
、
手て

当あ

た
り
次し

第だ
い

に
、
無む

残ざ
ん

に
破は

壊か
い

さ
れ
ま
し
た
ね
。［
１
，　
Ｐ
１
０
４
］

　

破は

壊か
い

だ
け
で
は
な
く
、
殺さ

つ

戮り
く

も
行お

こ
な
う
。
そ
れ
も
他た

宗し
ゅ
うど
こ

ろ
か
、
同お

な

じ
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う

内な
い

の
他た

宗し
ゅ
う

派は

と
の
間あ

い
だで
殺こ

ろ

し
合あ

い
を
す
る
。

加か

瀬せ　

今こ
ん

日に
ち

、
中

ち
ゅ
う

東と
う

と
北き

た

ア
フ
リ
カ
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
教き

ょ
うの

二に

大だ
い

宗し
ゅ
う

派は

で
あ
る
ス
ン
ニ
ー
派は

と
シ
ー
ア
派は

が
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
か
ら
、
イ
エ
メ
ン
、
リ
ビ
ア
に
い

た
る
ま
で
、
血ち

を
血ち

で
洗あ

ら

う
凄せ

い

惨さ
ん

な
抗こ

う

争そ
う

を
繰く

り
広ひ

ろ

げ
て
い

ま
す
。・
・
・

　
イ
ギ
リ
ス
は
、
も
ち
ろ
ん
、
超

ち
ょ
う

先せ
ん

進し
ん

国こ
く

の
一ひ

と
つ
で
す
が
、
つ

い
こ
の
あ
い
だ
ま
で
北き

た

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク

と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
殺こ

ろ

し
合あ

っ
て
、
四よ

ん

千せ
ん

人に
ん

近ち
か

く
が
犠ぎ

牲せ
い

に

な
り
ま
し
た
。［
１
，　
Ｐ
１
０
２
］

カ
デ
ロ　
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
うも
、
イ
ス
ラ
ム
教き

ょ
うも
、
同お

な

じ
よ
う
に
愛あ

い

を
説と

い
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
そ
の
か
た
わ
ら
で
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うが
激は

げ

し

い
憎に

く

し
み
を
生う

む
の
は
、
本ほ

ん

末ま
つ

転て
ん

倒と
う

で
あ
っ
て
、
恐お

そ

ろ
し
い
こ

と
で
す
ね
。［
１
，　
Ｐ
１
０
４
］

　
こ
れ
が
「
高こ

う

等と
う

宗し
ゅ
う

教き
ょ
う」
の
現げ

ん

実じ
つ

で
あ
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

自し

然ぜ
ん

へ
の
畏い

敬け
い

を
説と

く
神し

ん

道と
う

は
世せ

界か
い

の
諸し

ょ

宗し
ゅ
う

教き
ょ
うと
両り

ょ
う

立り
つ

し
、

                                 

そ
の
対た

い

立り
つ

を
和や

わ

ら
げ
る
可か

能の
う

性せ
い

を
持も

っ
て
い
る
。

（３） ２０２０年第５３９９号 	 １月	 ４日	（土曜日）

　
一い

っ

神し
ん

教き
ょ
うの
も
う
一ひ

と
つ
の
特と

く

徴ち
ょ
うは
、
人に

ん

間げ
ん

と
自し

然ぜ
ん

と
の
特と

く

異い

な

関か
ん

係け
い

で
あ
る
。
旧

き
ゅ
う

約や
く

聖せ
い

書し
ょ

の
冒ぼ

う

頭と
う

の
「
創そ

う

世せ
い

記き

」
に
は
、
こ

う
い
う
一い

っ

節せ
つ

が
あ
る
。

　
神か

み

は
自じ

分ぶ
ん

を
象

か
た
ど
っ
て
男お

と
こと
女お

ん
な
を
創そ

う

造ぞ
う

し
た
。
神か

み

は
人ひ

と

を
祝

し
ゅ
く

福ふ
く

し
て
言い

っ
た
。「
産う

め
よ
、
増ふ

え
よ
、
地ち

に
満み

ち
て
地ち

を
従

し
た
が

わ
せ
、
全す

べ

て
の
生い

き
物も

の

を
支し

配は
い

せ
よ
」

　
こ
の
点て

ん

に
つ
い
て
、
加か

瀬せ

氏し

は
こ
う
指し

摘て
き

す
る
。

加か

瀬せ　
一い

っ

神し
ん

教き
ょ
うは
、
人に

ん

間げ
ん

の
天て

ん

下か

で
す
ね
。
人に

ん

間げ
ん

が
自し

然ぜ
ん

の

支し

配は
い

者し
ゃ

で
あ
る
か
ら
、
人に

ん

間げ
ん

が
自し

然ぜ
ん

を
望の

ぞ

む
ま
ま
に
、
〝
煮に

て
も
焼や

い
て
も
〟
好す

き
な
よ
う
に
し
て
よ
い
、
と
い
う
も
の

で
す
ね
。

　
そ
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
・
イ
ス
ラ
ム
教き

ょ
うで
は
、
自し

然ぜ
ん

は
敬う

や
まう
べ
き
も
の
で
も
仲な

か

間ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
自し

然ぜ
ん

は
下げ

僕ぼ
く

か
奴ど

隷れ
い

で
あ
っ
て
、
人ひ

と

が
征せ

い

服ふ
く

し
た
う
え
で
、

自じ

由ゆ
う

に
使つ

か

い
捨す

て
て
役や

く

立だ

て
る
べ
き
も
の
な
の
で
す
。［
１
，

Ｐ
８
２
］

カ
デ
ロ　
「
シ
ビ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン　

Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｔ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
」（
文ぶ

ん

明め
い

）
の
「
シ
ビ
ル　
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｌ
」
は
、「
礼れ

い

儀ぎ

正た
だ

し
い
」「
人ひ

と

に
や
さ
し
い
」「
親し

ん

切せ
つ

な
」
と
い
う
意い

味み

で
す
か

ら
ね
。

　
で
も
、
いっ
た
い
、
空く

う

気き

や
水み

ず

を
汚よ

ご

し
、
森し

ん

林り
ん

や
熱ね

っ

帯た
い

雨う

林り
ん

を
切き

り
拓ひ

ら

き
、
珊さ

ん

瑚ご

礁し
ょ
うを
破は

壊か
い

す
る
の
が
シ
ビ
ル
な
の
で
し
ょ

う
か
。（
笑わ

ら
い）［
１
，　
Ｐ
９
３
］

　

カ
デ
ロ
氏し

は
、「
人に

ん

間げ
ん

が
動ど

う

物ぶ
つ

の
上う

え

に
あ
る
」
と
い
う
傲ご

う

慢ま
ん

な
発は

っ

想そ
う

は
、
牧ぼ

く

畜ち
く

が
始は

じ

ま
っ
て
、
人に

ん

間げ
ん

が
家か

畜ち
く

を
飼し

育い
く

す
る

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
、
と
推す

い

察さ
つ

し
て
い
る
。
中

ち
ゅ
う

東と
う

地ち

域い
き

は
も
と
も
と
緑み

ど
り
が
豊ゆ

た

か
だ
っ
た
。
そ
こ
に
土と

地ち

へ
の
負ふ

担た
ん

の
大お

お

き
い
牧ぼ

く

畜ち
く

や
麦む

ぎ

作さ
く

を
何な

ん

千ぜ
ん

年ね
ん

も
続つ

づ

け
た
た
め
に
、
砂さ

漠ば
く

に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
砂さ

漠ば
く

地ち

帯た
い

に
生う

ま
れ
た
の
が
、「
人に

ん

間げ
ん

が

動ど
う

物ぶ
つ

の
上う

え

に
あ
る
」
と
い
う
特と

く

異い

な
自し

然ぜ
ん

観か
ん

を
持も

つ
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うだ
っ

た
。

　

そ
れ
に
比く

ら

べ
て
、
神し

ん

道と
う

が
発は

っ

達た
つ

し
た
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

で
は
、
豊ゆ

た

か
な
自し

然ぜ
ん

の
中な

か

で
、
そ
の
恵め

ぐ

み
を
い
た
だ
い
て
生い

き
て
い
た
［
Ａ
］。
だ
か
ら
こ
そ
、「
人に

ん

間げ
ん

が
動ど

う

物ぶ
つ

の
上う

え

に
あ

る
」
と
い
う
発は

っ

想そ
う

な
ど
は
生う

ま
れ
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
。
多お

お

く
の
欧お

う

米べ
い

人じ
ん

の
先せ

ん

祖ぞ

で
あ
る
ゲ
ル
マ
ン
人じ

ん

や
ケ
ル
ト
人じ

ん

は
も
と

も
と
森も

り

の
民た

み

だ
っ
た
［
Ｂ
］。
だ
か
ら
、
神し

ん

道と
う

的て
き

な
世せ

界か
い

観か
ん

は

彼か
れ

ら
に
と
っ
て
は
幼よ

う

児じ

期き

を
過す

ご
し
た
故ふ

る

郷さ
と

の
よ
う
な
も
の
だ

ろ
う
。

　

冒ぼ
う

頭と
う

で
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
カ
デ
ロ
氏し

の
「
樹じ

ゅ

木も
く

が
新し

ん

鮮せ
ん

な
酸さ

ん

素そ

を

私わ
た
した
ち
へ
の
贈お

く

り
物も

の

と
し
て
い
っ
ぱ
い
吐は

き
出だ

し
て
く
れ
る
」

と
い
う
受う

け
止と

め
方か

た

に
は
、
人に

ん

間げ
ん

と
樹じ

ゅ

木も
く

が
同お

な

じ
生い

命の
ち

と
し

て
、
共と

も

に
生い

き
て
い
る
、
と
い
う
感か

ん

じ
方か

た

が
あ
る
。
山や

ま

は
水み

ず

の

源み
な
も
とと
し
て
「
大お

お

き
な
恵め

ぐ

み
を
感か

ん

じ
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
山や

ま

へ

１
．
ポ
ケ
モ
ン
が
広ひ

ろ

め
る

　
　
　
　
　
　

神し
ん

道と
う

的て
き

な
世せ

界か
い

観か
ん

マ
ン
リ
オ
・
カ
デ
ロ

加か

瀬せ  

英ひ
で

明あ
き

２
．「
神し

ん

道と
う

は
信し

ん

ず
る
も
の

         

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

         

感か
ん

じ
る
も
の
で
す
」

の
感か

ん

謝し
ゃ

で
あ
る
。

　

現げ
ん

在ざ
い

の
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

が
世せ

界か
い

有ゆ
う

数す
う

の
人じ

ん

口こ
う

密み
つ

度ど

と
経け

い

済ざ
い

規き

模ぼ

を
支さ

さ

え
な
が
ら
、
緑

り
ょ
く

地ち

の
比ひ

率り
つ

で
も
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
に
続つ

づ

い
て
先せ

ん

進し
ん

国こ
く

中ち
ゅ
う

三さ
ん

位い

と
い
う
豊ゆ

た

か
な
自し

然ぜ
ん

を
保た

も

っ
て

い
る
の
も
、
こ
の
神し

ん

道と
う

の
「
人に

ん

間げ
ん

は
自し

然ぜ
ん

の
中な

か

で
生い

か
さ
れ
て

い
る
」
と
い
う
感か

ん

じ
方か

た

が
今い

ま

も
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
中な

か

に
根ね

づ
い
て
い

る
か
ら
だ
ろ
う
。
地ち

球き
ゅ
う

環か
ん

境き
ょ
うの
危き

機き

が
叫さ

け

ば
れ
る
中な

か

で
、
欧お

う

米べ
い

で
も
こ
の
神し

ん

道と
う

の
感か

ん

じ
方か

た

に
近ち

か

い
環か

ん

境き
ょ
う

意い

識し
き

が
高た

か

ま
っ
て
き

て
い
る
。

　

し
か
も
、
神し

ん

道と
う

は
自し

然ぜ
ん

を
崇あ

が

め
、
そ
の
恵め

ぐ

み
に
感か

ん

謝し
ゃ

す

る
「
感か

ん

じ
方か

た

」
で
あ
る
か
ら
、
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うの
違ち

が

い
を
乗の

り
越こ

え
て
、

人じ
ん

類る
い

が
共

き
ょ
う

感か
ん

で
き
る
。
カ
デ
ロ
氏し

が
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
り
な
が

ら
神し

ん

道と
う

に
共

き
ょ
う

感か
ん

で
き
る
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ム
教

き
ょ
う

徒と

も
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

徒と

も
、
そ
し
て
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

で
す
ら
、
神し

ん

道と
う

に
は
共

き
ょ
う

感か
ん

で
き
る

だ
ろ
う
。

　

人に
ん

間げ
ん

の
窮

き
ゅ
う

屈く
つ

な
理り

性せ
い

の
束そ

く

縛ば
く

か
ら
、
し
ば
し
脱だ

っ

し
て
、
共と

も

に
自し

然ぜ
ん

の
恵め

ぐ

み
を
あ
り
が
た
く
感か

ん

す
る
こ
と
が
、
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うや
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
対た

い

立り
つ

か
ら
逃の

が

れ
る
一ひ

と
つ
の
道み

ち

だ
ろ
う
。
そ
れ
は
世せ

界か
い

平へ
い

和わ

へ
の
道み

ち

で
あ
る
。

　

サ
ン
マ
リ
ノ
は
イ
タ
リ
ア
半は

ん

島と
う

の
中

ち
ゅ
う

東と
う

部ぶ

に
あ
る
世せ

田た

谷が
や

区く

ほ
ど
の
ミ
ニ
国こ

っ

家か

で
、
４
世せ

い

紀き

の
初は

じ

め
に
建け

ん

国こ
く

さ
れ
た
世せ

界か
い

最さ
い

古こ

の
共

き
ょ
う

和わ

国こ
く

と
呼よ

ば
れ
る
。
こ
の
世せ

界か
い

最さ
い

古こ

の
共

き
ょ
う

和わ

国こ
く

と
、

世せ

界か
い

最さ
い

古こ

の
君く

ん

主し
ゅ

国こ
く

・
日に

本ほ
ん

と
の
友ゆ

う

好こ
う

協き
ょ
う

会か
い

の
会か

い

長ち
ょ
うが
加か

瀬せ

氏し

で
あ
る
。

　
こ
の
友ゆ

う

好こ
う

協き
ょ
う

会か
い

の
提て

い

案あ
ん

に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最さ

い

初し
ょ

の
神じ

ん

社じ
ゃ

が
サ
ン
マ
リ
ノ
に
創そ

う

建け
ん

さ
れ
た
。
サ
ン
マ
リ
ノ
に
は
、
欧お

う

州
し
ゅ
う

間げ
ん

を
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う

的て
き

対た
い

立り
つ

と
環か

ん

境き
ょ
う

破は

壊か
い

か
ら
救す

く

う
道み

ち

で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　
「
ま
え
が
き
」、「
縄

じ
ょ
う

文も
ん

・
弥や

よ

生い

・
古こ

墳ふ
ん

時じ

代だ
い

の
独ど

く

創そ
う

性せ
い

」
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
比ひ

較か
く　

中
ち
ゅ
う

学が
く

歴れ
き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

―
国こ

く

際さ
い

派は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
育そ

だ

て
る
』、
勉べ

ん

誠せ
い

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、
Ｈ
３
０

ア
マ
ゾ
ン
「
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
社し

ゃ

会か
い

」
１
位い

、「
教

き
ょ
う

科か

教き
ょ
う

育い
く　

社し
ゃ

会か
い

」

１
位い

、「
日に

本ほ
ん

史し

」
１
１
位い

、
総そ

う

合ご
う

２
５
２
位い

（
Ｈ
３
０
／

１
１
／
１
０
調し

ら

べ
）

h
ttp
:/
/
w
w
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m
a
z
o
n
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o
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/
o
/
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5
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2
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1
/japanonthegl0
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Ｂ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
０
７
０
）　
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
日に

本ほ
ん

待た
い

望ぼ
う

論ろ
ん

　

現げ
ん

代だ
い

人じ
ん

を
し
て
守し

ゅ

銭せ
ん

奴ど

以い

外が
い

の
何な

に

者も
の

か
た
ら
し
め
る
た
め

に
は
世せ

界か
い

は
日に

本ほ
ん

を
必ひ

つ

要よ
う

と
し
て
い
る
。

h
ttp://w

w
w
2
s.biglobe.n

e.jp/n
ippon

/jog-
bd_h1

1
_1
/jog0

7
0
.htm
l

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
マ
ン
リ
オ
・
カ
デ
ロ
、

加か

瀬せ

英ひ
で

明あ
き

『
神し

ん

道と
う

が
世せ

界か
い

を

救す
く

う
』
★
★
★
、
勉べ

ん

誠せ
い

出
し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、
Ｈ
３
０

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.

a
m
a
zo
n
.co
.jp
/o
/

asin
/4
5
8
5
2
1
0
4
8
2
/

japanontheg0
1
-2
2
/

３
．「
宗し

ゅ
う

教き
ょ
う

」
と
は
「
縛し

ば

る
」
も
の

７
．「
神し

ん

道と
う

の
感か

ん

じ
方か

た

が
示し

め

す
道み

ち

」

４
．「
神し

ん

道と
う

は
他た

宗し
ゅ
う

と
競き

そ

お
う
と

          

ま
っ
た
く
し
な
い
」

８
．
サ
ン
マ
リ
ノ
に
創そ

う

建け
ん

さ
れ
た 

        

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最さ

い

初し
ょ

の
神じ

ん

社じ
ゃ

全ぜ
ん

体た
い

や
ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
多お

お

く
の
観か

ん

光こ
う

客き
ゃ
くが
訪お

と
ず
れ
る
が
、
こ
の
サ
ン
マ
リ
ノ

神じ
ん

社じ
ゃ

が
神し

ん

道と
う

と
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
理り

解か
い

す
る

た
め
の
文ぶ

ん

化か

セ
ン
タ
ー
の
役や

く

割わ
り

を
果は

た

す
だ
ろ
う
。

　

毎ま
い

年と
し

６
月が

つ

に
は
こ
の
神じ

ん

社じ
ゃ

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
、

「
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
催

も
よ
お

さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
和わ

食し
ょ
くを
提て

い

供き
ょ
うす
る

屋や

台た
い

が
並な

ら

び
、
夜よ

る

に
は
提

ち
ょ
う

灯ち
ん

行ぎ
ょ
う

列れ
つ

が

行お
こ
なわ
れ
る
。

　

日に

本ほ
ん

の
神じ

ん

社じ
ゃ

と
い
う
と
、
は
じ
め
の

う
ち
は
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
う
と
競

き
ょ
う

合ご
う

す
る
、
奇き

妙み
ょ
うな
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うだ
と
い
う
誤ご

解か
い

も
一い

ち

部ぶ

に
は

あ
っ
た
が
、
お
祭ま

つ

り
を
通つ

う

じ
て
、
神し

ん

道と
う

が
自し

然ぜ
ん

崇す
う

拝は
い

の
営い

と
な
み
で
あ
っ
て
、
宗

し
ゅ
う

教
き
ょ
う

と
両

り
ょ
う

立り
つ

す
る
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
、

し
だ
い
に
理り

解か
い

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
、
と
い
う
。

　

今こ

年と
し

の
訪ほ

う

日に
ち

外が
い

国こ
く

人じ
ん

観か
ん

光こ
う

客き
ゃ
く

数す
う

が

３
千ぜ

ん

万ま
ん

人に
ん

を
超こ

え
、
世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

で
日に

本ほ
ん

食し
ょ
くが
ブ
ー
ム
を
呼よ

び
、
子こ

供ど
も

達た
ち

は
ポ
ケ

モ
ン
に
熱ね

っ

狂き
ょ
うす
る
。
そ
れ
ら
を
通つ

う

じ
て

神し
ん

道と
う

的て
き

な
世せ

界か
い

観か
ん

は
、
無む

言ご
ん

の
う
ち
に

自し

然ぜ
ん

へ
の
畏い

敬け
い

を
ひ
た
ひ
た
と
世せ

界か
い

中
じ
ゅ
う

に
広ひ

ろ

め
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
そ
れ
は
人に

ん

５
．「
わ
た
し
を
お
い
て
、

          

他ほ
か

に
神か

み

を
崇あ

が

め
て
は

          

な
ら
な
い
」

６
．「
人に

ん

間げ
ん

が
自し

然ぜ
ん

の
支し

配は
い

者し
ゃ

」
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Imperador Naruhito 
faz primeiras saudações de Ano-
Novo ao público na Era Reiwa

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Ano-Novo (02/01/2020)

O imperador Naruhito, 
do Japão, disse rezar pela 
felicidade da população 
japonesa e mundial ao diri-
gir seus primeiros votos de 
Ano-Novo para o público 
na Era Reiwa.
Naruhito, que ascendeu ao 
trono em maio, e outros 
integrantes da família im-
perial cumprimentaram o 
público que compareceu 
nesta quinta-feira ao Palá-
cio Imperial, em Tóquio.

Em um clima ameno de 
janeiro, era tão grande a 
quantidade de pessoas à es-
pera diante do palácio que 
o portão principal foi aber-
to às 9h10 — 20 minutos 
antes do horário previsto.
Também estavam no bal-
cão do palácio e saudaram 
a multidão, além de outras 
pessoas, a imperatriz, Ma-
sako; o imperador eméri-
to, Akihito, e a imperatriz 
emérita, Michiko; o prín-

cipe herdeiro, Akishino, e 
a princesa herdeira, Kiko. 
Eles fizeram três aparições 
pela manhã.
O imperador disse ser uma 
satisfação celebrar com o 
público a chegada do novo 
ano. Manifestou preocupa-
ção, porém, com as dificul-
dades enfrentadas por tanta 
gente, no Japão, em conse-
quência de tufões e fortes 
chuvas no ano passado.
Expressou votos de que 

2020 seja um ano tranqui-
lo, sem desastres, e disse 
desejar felicidade ao Japão 
e a outros países.
Foi a primeira vez desde 
a sucessão do trono que o 
imperador emérito e a im-
peratriz emérita aparece-
ram em público ao lado do 
atual casal imperial.
Segundo a Agência da 
Casa Imperial, mais de 
68.700 pessoas foram ao 
palácio nesta quinta-feira.

Advogado francês diz que Carlos Ghosn 
está pronto para lutar por justiça

Promotores realizam buscas na
 residência de Carlos Ghosn em Tóquio

Entra em vigor acordo comercial 
entre Japão e EUA

Tóquio realiza preparativos 
finais para Jogos Olímpicos e
Paralímpicos de 2020

Carlos Ghosn (03/01/2020)

Carlos Ghosn (02/01/2020)

Novo acordo comercial (01/01/2020)

Jogos Olímpicos (01/01/2020)

François Zimeray, advo-
gado francês que tem esta-
do em contato com Carlos 
Ghosn desde que ele esca-
pou do Japão, disse que o 
ex-presidente do conselho 
de administração da Nis-
san Motor aparenta estar 
pronto para combater.
Zimeray, que está repre-
sentando a família de 
Ghosn, falou à NHK via 
videofone online na quin-

Promotores japoneses 
iniciaram buscas na resi-
dência em Tóquio onde o 
ex-presidente do conselho 
de administração da Nis-
san Motor, Carlos Ghosn, 
agora considerado fora-
gido, vivia quando estava 
solto sob fiança.
A promotoria realizou bus-
cas na residência no dis-

Um novo acordo comer-
cial entre o Japão e os Esta-
dos Unidos entrou em vigor 
nesta quarta-feira.
O Japão irá abrir o seu mer-
cado para produtos agrope-
cuários dos Estados Unidos 
a um nível que não exce-
da o escopo determinado 
pela Parceria Transpacífica 
(TPP). A tarifa que o Japão 
mantinha para os EUA foi 
diminuída de 38,5% para 

O Japão está realizando 
os preparativos finais para 
a Olimpíada e Paralimpía-
da de Tóquio no verão de 
2020.
A Olimpíada terá início no 
dia 24 de julho, com mais 
de 10 mil atletas participan-
do de um recorde de 339 
eventos em 33 esportes.
O revezamento da tocha 
olímpica dentro do Japão 
vai começar na província de 

ta-feira.
Zimeray disse ter conver-
sado com Ghosn depois 
de sua chegada ao Líbano, 
na segunda-feira, após ter 
escapado da condição de 
liberdade sob fiança no 
Japão, onde esperava por 
um julgamento, alegada-
mente, por irregularidades 
financeiras.
Com referência à plane-
jada coletiva à imprensa, 

trito de Minato na quinta-
feira devido à suspeita de 
que Ghosn tenha deixado 
o Japão por meios ilegais.
Fontes informam que o 
banco de dados da Agência 
do Serviço de Imigração 
não tem registro da partida 
de Ghosn do Japão.
Acredita-se que a promoto-
ria e a polícia estejam bus-

26,6%. Ela passará por 
mais diminuições até che-
gar a 9%.
O primeiro-ministro japo-
nês Shinzo Abe e o pre-
sidente dos EUA Donald 
Trump concordaram que, 
por hora, Washington não 
irá aumentar as tarifas so-
bre veículos japoneses. Abe 
e Trump também concorda-
ram em continuar as nego-
ciações sobre as tarifas para 

Fukushima em 26 de mar-
ço para mostrar ao mundo 
que a região de Tohoku, no 
nordeste do país, está se 
recuperando do terremoto, 
tsunami e acidente nuclear 
de 2011.
A tocha será carregada du-
rante 121 dias por todas as 
47 províncias.
A Paralimpíada começa em 
25 de agosto, com um re-
corde de aproximadamente 

Líbano recebe da Interpol 
notificação de ordem de 
prisão de Carlos Ghosn

Presidente de federação de
negócios do Japão exorta 
mudança nos estilos de 
trabalho do país

Carlos Ghosn (03/01/2019)

Keidanren (03/01/2019)

O ministro da Justiça do 
Líbano disse que o país 
recebeu da Interpol uma 
notificação de ordem de 
prisão internacional do ex
-presidente do conselho de 
administração da Nissan 
Motor, Carlos Ghosn.
Ghosn teria chegado ao 
Líbano na segunda-feira, 
via Turquia, após fugir da 
condição de liberdade sob 
fiança no Japão, onde vi-
nha sendo indiciado por 
má conduta financeira.
Albert Azi Serhan disse 
que “as autoridades vão 
atender à solicitação da 
Interpol, com base na lei, e 
devem interrogar Ghosn”.
O ministro acrescentou 
que Ghosn entrou no Lí-
bano com documentação 
legítima, e funcionários 
de segurança do aeroporto 
confirmaram que seus do-
cumentos de viagem esta-
vam em ordem.
O Japão e o Líbano não 

O presidente da maior 
federação de negócios do 
Japão, a Keidanren, exor-
tou gerentes e funcionários 
a discutirem estilos de tra-
balho e sistemas para em-
pregados.
Em entrevista com a im-
prensa, Hiroaki Nakanishi 
comentou acerca das ne-
gociações salariais de pri-
mavera, que devem ocor-
rer ao final do primeiro 
trimestre.
O presidente afirmou que 
os níveis salariais do Japão 
são relativamente baixos 
para um país desenvolvi-
do e que jovens talentos 
podem querer trabalhar 
em empresas estrangeiras. 
Disse ainda que o ímpeto 
de aumentos salariais nun-
ca deve ser perdido.
No entanto, Nakanishi 
também defendeu não ser 
mais muito importante que 
a Keidanren estabeleça 
uma meta para o aumento.
Ele afirmou que é impor-

têm um tratado de extra-
dição. O ministro afirmou 
que vai cooperar com o 
governo japonês com base 
na lei libanesa, mas não 
falou claramente sobre a 
extradição de Ghosn.
Fontes de investigação 
afirmam que imagens 
gravadas por uma câme-
ra de vigilância mostram 
Ghosn saindo sozinho de 
sua casa, na parte central 
de Tóquio, pouco antes de 
sua partida do Japão.
Elas citam que o vídeo foi 
gravado por uma câme-
ra na residência por volta 
do meio-dia de domingo, 
e que não há imagens de 
outras pessoas suspeitas 
entrando ou saindo do lo-
cal no horário em que o 
ex-presidente da Nissan 
deixou sua residência. As 
fontes informam que não 
há imagens de Ghosn re-
tornando para sua casa.

tante ter condições de tra-
balho que ajudem a eco-
nomia a demonstrar sua 
competitividade interna-
cional.
Hiroaki Nakanishi pediu 
aos empregados e geren-
tes para discutir estilos de 
trabalho e sistemas para 
os funcionários, inclusive 
uma revisão das práticas 
ímpares do Japão. Estas 
incluem, por exemplo, a 
contratação de novos gra-
duandos na mesma época 
do ano e a garantia de em-
prego por toda a vida.
A Keidanren planeja exor-
tar empresas a reconsiderar 
seus sistemas de contrata-
ção em um relatório que 
suas gerências poderão 
usar como diretrizes na ne-
gociação salarial. Segundo 
a federação, práticas tradi-
cionais de empregamento 
podem ser impróprias para 
uma sociedade passando 
por mudanças.

que Carlos Ghosn dará na 
semana que vem, o advo-
gado disse que seu cliente 
pretende responder clara-
mente a todas as questões 
e dar as explicações pesso-
almente.
Zimeray indicou que 
Ghosn poderá usar a oca-
sião para criticar o sistema 
judicial do Japão.
O advogado disse acredi-
tar que Ghosn tenha deci-

cando detalhes de como o 
executivo escapou do país.
A Reuters e outras agên-
cias de notícias disseram 
que o advogado de Ghosn 
afirmou que seu cliente 
deve realizar uma coletiva 
de imprensa em 8 de janei-
ro em Beirute.
As atenções estão volta-
das para a possibilidade de 

automóveis e autopeças. O 
objetivo do Japão é que os 
Estados Unidos retire com-
pletamente as taxas.
O chanceler japonês Toshi-
mitsu Motegi ressaltou a 
importância do pacto, que 
foi realizado após a TPP e 
o Acordo de Parceria Eco-
nômica entre o Japão e a 
União Europeia. Motegi 
disse que os três acordos 
combinados irão criar uma 

4.400 atletas competindo 
em 539 eventos de 22 es-
portes.
A chama paralímpica será 
acesa em eventos que terão 
lugar no Japão em 13 de 
agosto. O revezamento da 
tocha vai ser realizado nas 
quatro províncias que se-
diam a Paralimpíada.
Competições de teste vi-
sando descobrir possíveis 
desafios na organização dos 

dido deixar o Japão após 
perder a confiança no judi-
ciário japonês.
Em uma declaração, Car-
los Ghosn insistiu que ele 
fugiu ao Líbano para esca-
par do que ele chamou de 
sistema de justiça “mani-
pulado” do Japão. Ele foi 
proibido de viajar ao exte-
rior como uma das condi-
ções de sua liberdade sob 
fiança.

Ghosn explicar como esca-
pou enquanto estava solto 
sob fiança sem ser detecta-
do pela imigração e outras 
autoridades.
Observadores internacio-
nais monitoram a situação 
esperando que Ghosn ex-
presse sua opinião sobre o 
sistema de justiça japonês, 
o qual ele vinha criticando.

zona de livre comércio que 
cobrirá cerca de 60% da 
economia global.
O governo do Japão plane-
ja desempenhar um papel 
de liderança em futuras 
expansões de blocos de li-
vre comércio. Os esforços 
incluem buscar uma con-
clusão o quanto antes das 
negociações para a Parce-
ria Econômica Regional 
Abrangente.

Jogos serão realizadas até 
maio no novo Estádio Na-
cional, no Centro Aquático 
de Tóquio e outros locais.
Ingressos estarão disponí-
veis em postos de venda na 
primavera.
Tóquio conquistou em 
2013 o direito de sediar os 
Jogos pela segunda vez. A 
capital japonesa havia se-
diado o evento em 1964.
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て
登と

う

場じ
ょ
う
し
、
せ
り
ふ
を
忘わ

す

れ

る
こ
と
な
く
演え

ん

じ
き
っ
た
矢や

崎ざ
き

勇い
さ
むさ
ん
。
過か

去こ

に
は
映え

い

画が

『
汚け

が

れ
た
心こ

こ
ろ

』
に
も
出

し
ゅ
つ

演え
ん

し
、

演え
ん

技ぎ

も
慣な

れ
た
様よ

う

子す

。
話は

な
し

を

聞き

く
と
「
落ら

く

語ご

と
漫ま

ん

才ざ
い

が
好す

き
」
と
の
こ
と
で
、
今こ

ん

回か
い

は

多た

弁べ
ん

な
「
惑わ

く

星せ
い

は
な
し
家か

出
し
ゅ
っ

身し
ん

落ら
く

語ご

星せ
い

人じ
ん

」
を
演え

ん

じ
る
に

　

聖せ
い

州し
ゅ
うミ
ラ
ン
ド
ー
ポ
リ
ス
市し

の
弓ゆ

場ば

農の
う

場じ
ょ
う（
コ
ム
ニ
ダ
ー
デ
・
ユ
バ
協

き
ょ
う

会か
い

、
矢や

崎ざ
き

勇い
さ
む

代だ
い

表ひ
ょ
う）
の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

ら
は
、
演え

ん

奏そ
う

や
バ

レ
エ
、
演え

ん

劇げ
き

を
披ひ

露ろ
う

す
る
恒こ

う

例れ
い

の
『
ク
リ
ス
マ
ス
の
集つ

ど

い
』
を
１
２
月が

つ

２
５
、３
０
両

り
ょ
う

日じ
つ

夜よ
る

、
農の

う

場じ
ょ
う

内な
い

の
ユ
バ
劇げ

き

場じ
ょ
うで
開か

い

催さ
い

し
た
。２
５
日に

ち

に
は
３
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
う、３
０
日に

ち

に
は
そ
れ
を
超こ

え
る
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

が
詰つ

め
掛か

け
、農の

う

民み
ん

芸げ
い

術じ
ゅ
つの
祭さ

い

典て
ん

を
楽た

の

し
ん
だ
。

あ
た
り
、
役や

く

作づ
く

り
の
た
め
に

落ら
く

語ご

を
聞き

き
直な

お

し
た
と
か
。

こ
の
よ
う
な
出

し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

の
努ど

力
り
ょ
く

が
、
毎ま

い

年と
し

来ら
い

場じ
ょ
う
す
る
観か

ん

客き
ゃ
くを

飽あ

く
こ
と
な
く
楽た

の

し
ま
せ
て
い

る
。

　
　
　
　
　

◎

　

餅も
ち

つ
き
祭ま

つ

り
で
フ
ル
ー
ト
の

演え
ん

奏そ
う

を
披ひ

露ろ
う

し
た
大お

お

浦う
ら

兄き
ょ
う

弟だ
い

　

農の
う

場じ
ょ
うの
住

じ
ゅ
う

民み
ん

や
、
農の

う

場
じ
ょ
う

に
滞た

い

在ざ
い

中ち
ゅ
うの
旅り

ょ

行こ
う

者し
ゃ

ら
が
音お

ん

楽が
く

、
バ
レ
エ
、
演え

ん

劇げ
き

の
発は

っ

表
ぴ
ょ
う

を
行お

こ
な
い
、
住

じ
ゅ
う

民み
ん

の
親し

ん

戚せ
き

や
友ゆ

う

人じ
ん

、
近き

ん

隣り
ん

の
地ち

域い
き

住じ
ゅ
う

民み
ん

ら
が

来ら
い

場じ
ょ
うし
た
。

　

開か
い

演え
ん

の
あ
い
さ
つ
を
行

お
こ
な
っ
た

矢や

崎ざ
き

代だ
い

表ひ
ょ
う（
４
０
、
三さ

ん

世せ
い

）

は
「
こ
う
し
て
大お

お

勢ぜ
い

の
来ら

い

場
じ
ょ
う

者し
ゃ

を
前ま

え

に
す
る
と
、
弓ゆ

場ば

農の
う

場じ
ょ
うが
多お

お

く
の
方か

た

に
愛あ

い

さ
れ
、

支さ
さ

え
ら
れ
て
今こ

ん

日に
ち

に
至い

た
っ
て
い

る
の
だ
と
、
感か

ん

謝し
ゃ

の
気き

持も

ち

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
皆み

な

さ
ん
最さ

い

後ご

ま
で
ゆ
っ
く
り
楽た

の

し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
呼よ

び

か
け
た
。

　

目め

玉だ
ま

の
演え

ん

劇げ
き

で
は
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
脚

き
ゃ
く

本ほ
ん

の
『
超

ち
ょ
う

快か
い

速そ
く

特と
っ

急き
ゅ
うス
ペ
ー
ス
ラ
イ
ン
号ご

う

地ち

球
き
ゅ
う

行い

き
』
を
住

じ
ゅ
う

民み
ん

ら
が
熱ね

つ

演え
ん

。

日に

本ほ
ん

語ご

で
進し

ん

行こ
う

し
、
ポ
語ご

の
セ
リ
フ
を
頭ず

上じ
ょ
うの
ス
ク
リ
ー
ン

に
表

ひ
ょ
う

示じ

し
た
。

　

演え
ん

劇げ
き

の
設せ

っ

定て
い

は
Ｓ
Ｆ
風ふ

う

で
、

人じ
ん

類る
い

が
地ち

球き
ゅ
う

外が
い

の
惑わ

く

星せ
い

に
生せ

い

活か
つ

す
る
よ
う
に
な
っ
た
西せ

い

暦れ
き

２
５
１
９
年ね

ん

。
そ
ん
な
地ち

球
き
ゅ
う

人じ
ん

の
子し

孫そ
ん

が
、
先せ

ん

祖ぞ

の
故ふ

る

郷さ
と

で
あ
る
地ち

球き
ゅ
うを
訪お

と
ず
れ
る
ツ
ア

ー
を
行お

こ
な
い
、
そ
の
道ど

う

中ち
ゅ
うで
い

く
つ
か
の
惑わ

く

星せ
い

に
立た

ち
寄よ

り
、

交こ
う

流り
ゅ
うす
る
話は

な
し。
地ち

球き
ゅ
うは
環か

ん

境
き
ょ
う

破は

壊か
い

で
住す

む
こ
と
が
難む

ず
か
し
く

な
り
、
住

じ
ゅ
う

民み
ん

が
激げ

き

減げ
ん

し
た
状

じ
ょ
う

態た
い

。
演え

ん

劇げ
き

で
環か

ん

境き
ょ
う

意い

識し
き

の
向こ

う

上じ
ょ
うを
訴う

っ
たえ
た
。

　

劇げ
き

中ち
ゅ
う、
ツ
ア
ー
参さ

ん

加か

者し
ゃ

が

各か
く

惑わ
く

星せ
い

で
、
個こ

性せ
い

豊ゆ
た

か
な
住

じ
ゅ
う

民み
ん

ら
と
コ
ミ
カ
ル
に
や
り
取と

り
を
行お

こ
な
い
、
観か

ん

客き
ゃ
くの
笑わ

ら

い
声ご

え

が
会か

い

場じ
ょ
うに
響ひ

び

い
た
。

　

日に

本ほ
ん

の
美び

術じ
ゅ
つ

大だ
い

卒そ
つ

で
脚

き
ゃ
く

本ほ
ん

、
演え

ん

出し
ゅ
つ、
美び

術じ
ゅ
つ、
音お

ん

楽が
く

、
照し

ょ
う

明め
い

を
担た

ん

当と
う

し
た
五ご

反た
ん

田だ

理り

絵え

さ
ん
（
３
９
、
神か

奈な

川が
わ

県け
ん

）
に
よ
る
と
、
脚

き
ゃ
く

本ほ
ん

執し
っ

筆ぴ
つ

に
２
カ
月げ

つ

、
演え

ん

者じ
ゃ

の
稽け

い

古こ

に
２
カ
月げ

つ

以い

上じ
ょ
うを
要よ

う

し
た
。

「
子こ

ど
も
た
ち
が
将

し
ょ
う

来ら
い

明あ
か

る

く
過す

ご
せ
る
よ
う
に
、
演え

ん

劇げ
き

を
見み

た
人ひ

と

か
ら
環か

ん

境き
ょ
う

破は

壊か
い

へ

の
危き

機き

感か
ん

を
持も

っ
て
ほ
し
い
」

と
意い

図と

を
明あ

か
し
た
。

　

バ
レ
エ
の
部ぶ

で
は
、
弓ゆ

場ば

幸さ
ち

江え

さ
ん
（
３
１
、
三さ

ん

世せ
い

）、

小お

原ば
ら

明あ
き

子こ

さ
ん
（
８
４
、
東と

う

京き
ょ
う

都と

）
が
振ふ

り
付つ

け
や
指し

導ど
う

を
行

お
こ
な

っ
た
舞ま

い

を
披ひ

露ろ
う

。
子こ

ど

も
や
若わ

か

手て

ら
に
よ
る
演え

ん

目も
く

や
、

女じ
ょ

性せ
い

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
た
情

じ
ょ
う

熱ね
つ

的て
き

で
優ゆ

う

美び

な
演え

ん

目も
く

、
太た

い

鼓こ

の
ば

ち
を
両

り
ょ
う

手て

に
、
和わ

太だ
い

鼓こ

の
演え

ん

奏そ
う

を
踊お

ど

り
で
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
観か

ん

客き
ゃ
くは
喝か

っ

采さ
い

で
応お

う

　
「
お
雑ぞ

う

煮に

が
美お

味い

し
か
っ

た
。
デ
カ
セ
ギ
に
行い

っ
て
い

た
頃こ

ろ

の
お
正

し
ょ
う

月が
つ

を
思お

も

い
出だ

し

た
よ
」
―
今こ

年と
し

初は
じ

め
て
餅も

ち

つ
き
祭ま

つ

り
に
来ら

い

場じ
ょ
うし
た
と
い
う

目め

黒ぐ
ろ

三み
つ

男お

さ
ん
（
８
０
、
二に

世せ
い

）
は
、
そ
う
言い

い
な
が
ら

久ひ
さ

々び
さ

の
日に

本ほ
ん

の
味あ

じ

に
舌し

た

鼓つ
づ
みを

う
っ
た
。

　

大お
お

晦み
そ

日か

恒こ
う

例れ
い

、
リ
ベ
ル
ダ

ー
デ
文ぶ

ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
Ａ

Ｃ
Ａ
Ｌ
、
池い

け

崎ざ
き

博ひ
ろ

文ふ
み

会か
い

長ち
ょ
う）

主し
ゅ

催さ
い

の
『
第だ

い

４
９
回か

い

餅も
ち

つ
き

祭ま
つ

り
』
が
１
２
月が

つ

３
１
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

、
聖せ

い

市し

の
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ

日に

本ほ
ん

広ひ
ろ

場ば

で
盛せ

い

大だ
い

に
開か

い

催さ
い

さ

じ
た
。

　

音お
ん

楽が
く

の
部ぶ

で
は
、
和わ

太だ
い

鼓こ

や
管か

ん

弦げ
ん

楽が
っ

器き

、
合が

っ

唱し
ょ
うの
発は

っ

表
ぴ
ょ
う

が
あ
っ
た
。
和わ

太だ
い

鼓こ

ユ
ニ
ッ
ト

『
青あ

お

嵐あ
ら
し』
に
よ
る
演え

ん

奏そ
う

で
開か

い

演え
ん

。
１
０
人に

ん

ほ
ど
の
息い

き

の
合あ

っ
た
バ
イ
オ
リ
ン
合が

っ

奏そ
う

、
生な

ま

演え
ん

奏そ
う

を
ベ
ー
ス
と
し
た
合が

っ

唱
し
ょ
う

な
ど
豪ご

う

華か

な
音お

ん

楽が
く

の
ス
テ
ー

ジ
に
、
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

は
ゆ
っ
た
り

と
酔よ

い
し
れ
た
。

れ
、
そ
ん
な
光こ

う

景け
い

が
あ
ち
こ

ち
で
見み

ら
れ
た
。
共

き
ょ
う

催さ
い

は
文ぶ

ん

協き
ょ
う、
県け

ん

連れ
ん

、
援え

ん

協き
ょ
う、
ア
リ
ア

ン
サ
。

　

お
雑ぞ

う

煮に

を
食た

べ
て
い
た

中な
か

渡わ
た

瀬せ

ア
パ
レ
シ
ー
ダ
さ
ん

（
６
３
、
二に

世せ
い

）
に
も
感か

ん

想そ
う

を
聞き

く
と
、「
と
て
も
美お

味い

し

い
わ
。
初は

じ

め
て
食た

べ
た
の
は
日に

本ほ
ん

。
そ
れ
以い

来ら
い

だ
か
ら
２
回か

い

目め

ね
」
と
懐な

つ

か
し
そ
う
に
笑え

顔が
お

を
浮う

か
べ
た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

の
ブ
ル
ー
ツ

リ
ー
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・
パ
ウ

リ
ス
タ
で
、
恒こ

う

例れ
い

の
「
正

し
ょ
う

月が
つ

の
お
せ
ち
料

り
ょ
う

理り

」
と
多た

国こ
く

籍せ
き

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
特と

く

別べ
つ

サ
ー
ビ
ス

が
元が

ん

日じ
つ

の
午ご

後ご

に
実じ

っ

施し

さ
れ
、

日に
っ

系け
い

人じ
ん

や
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

を
含ふ

く

む
約や

く

百ひ
ゃ
く

人に
ん

の
来ら

い

場じ
ょ
う

客き
ゃ
くが
新し

ん

年ね
ん

の

幕ま
く

開あ

け
を
楽た

の

し
ん
だ
。
食

し
ょ
く

事じ

中ち
ゅ
うに
は
『
令れ

い

和わ

』
を
祝い

わ

う
シ

ョ
ー
も
行お

こ
な
わ
れ
、
美う

つ
く
し
い
音ね

色い
ろ

に
聴き

き
入い

っ
た
。

　

野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

日に
っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

も
訪お

と
ず
れ
、「
元が

ん

日じ
つ

に
ブ

ル
ー
ツ
リ
ー
の
新し

ん

年ね
ん

会か
い

に
参さ

ん

加か

し
、
お
せ
ち
料

り
ょ
う

理り

を
食た

べ

ら
れ
る
こ
と
を
嬉う

れ

し
く
思お

も

う
。

今こ

年と
し

い
よ
い
よ
開か

い

催さ
い

さ
れ
る

東と
う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

が
成せ

い

功こ
う

し
、
日に

っ

伯ぱ
く

の
懸か

け
橋は

し

が
よ
り
強

き
ょ
う

固こ

な
も

の
と
な
り
ま
す
よ
う
に
」
と

述の

べ
、
乾か

ん

杯ぱ
い

の
音お

ん

頭ど

を
取と

っ

た
。

　

お
せ
ち
料

り
ょ
う

理り

は
、
一ひ

と

皿さ
ら

に

黒く
ろ

豆ま
め

、
田た

作づ
く

り
、
蓮れ

ん

根こ
ん

、
栗く

り

き
ん
と
ん
、
昆こ

布ぶ

巻ま
き

、
紅こ

う

白は
く

な
ま
す
な
ど
が
綺き

麗れ
い

に
盛も

り

付つ

け
ら
れ
、
正

し
ょ
う

月が
つ

ら
し
く
お

雑ぞ
う

煮に

も
振ふ

る
舞ま

わ
れ
た
。
有ゆ

う

名め
い

和わ

食し
ょ
くレ
ス
ト
ラ
ン
「
藍あ

い

染ぞ
め

」
に
話は

な
し

を
聞き

く
と
、
兄あ

に

の
聡そ

う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
は
「
７
年ね

ん

前ま
え

か
ら
練れ

ん

習し
ゅ
う

し
て
い
る
」
と
い
う
か
ら

本ほ
ん

格か
く

的て
き

だ
。
キ
ッ
カ
ケ
は
母は

は

親お
や

が
昔む

か
し
フ
ル
ー
ト
を
吹ふ

い
て
い

て
、
日に

本ほ
ん

か
ら
も
っ
て
き
て
い

た
こ
と
。
母は

は

親お
や

の
智と

も

子こ

さ
ん

に
も
聞き

く
と
「
ブ
ラ
ジ
ル
は
シ

ョ
ー
ロ
と
か
ク
ラ
シ
ッ
ク
音お

ん

楽が
く

と
か
、
フ
ル
ー
ト
を
吹ふ

く
文ぶ

ん

化か

が
あ
る
か
ら
、
子こ

ど
も
に

教お
し

え
た
か
っ
た
」
と
の
こ
と
。

練れ
ん

習し
ゅ
うを
始は

じ

め
て
３
年ね

ん

目め

の
徳あ

つ

洋ひ
ろ

く
ん
は
昨さ

く

年ね
ん

、
Ｓ
Ｂ
Ｔ
局

き
ょ
く

の
テ
レ
ビ
番ば

ん

組ぐ
み

に
も
フ
ル
ー

ト
で
出

し
ゅ
つ

演え
ん

し
た
と
か
。
将

し
ょ
う

来ら
い

の
活か

つ

躍や
く

が
楽た

の

し
み
な
兄

き
ょ
う

弟だ
い

と

い
え
そ
う
だ
。

バ
レ
エ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
演え

ん

奏そ
う

環か
ん

境き
ょ
う

問も
ん

題だ
い

を
訴う

っ
た

え
る
演え

ん

劇げ
き

も

　

紅こ
う

白は
く

餅も
ち

の
入は

い

っ
た
２
万ま

ん

袋
ぶ
く
ろ

は
午ご

前ぜ
ん

８
時じ

か
ら
無む

料り
ょ
う

配は
い

布ふ

が
始は

じ

ま
っ
た
。
取し

ゅ

材ざ
い

時じ

の

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

じ時
点て

ん

で
も
長

ち
ょ
う

蛇だ

の

列れ
つ

が
続つ

づ

い
て
お
り
、
正

し
ょ
う

午ご

前ま
え

に
よ
う
や
く
配は

い

布ふ

が
終

し
ゅ
う

了り
ょ
うし

た
。
配は

い

布ふ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大た

い

任に
ん

を
務つ

と

め
た
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ

ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

会か
い

の
鹿か

の

又ま
た

信の
ぶ

一か
ず

会か
い

長ち
ょ
う（
８
４
、
東と

う

京き
ょ
う

都と

）
は

「
餅も

ち

を
も
ら
い
に
並な

ら

ぶ
人ひ

と

の

大た
い

半は
ん

は
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

。
彼か

れ

ら

お
雑ぞ

う

煮に

３
千ぜ

ん

杯ば
い

に
長ち

ょ
う

蛇だ

の
列れ

つ

餅も
ち

つ
き
祭ま

つ

り
で
紅こ

う

白は
く

餅も
ち

２
万ま

ん

袋ぶ
く
ろ

配は
い

布ふ

か
ら
『
ど
う
や
っ
て
食た

べ
る
ん

だ
』
と
良よ

く
尋た

ず

ね
ら
れ
る
か

ら
、
砂さ

糖と
う

醤し
ょ
う

油ゆ

で
食た

べ
る
の

を
お
勧す

す

め
し
て
い
る
」
と
い

う
。

　

開か
い
か
い会
式し

き

で
司し

会か
い

の
高た

か

橋は
し

カ
ル
ロ
ス
さ
ん
は
「
餅も

ち

は
団だ

ん

結け
つ

を
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うし
て
い
る
。
も
ち
米ご

め

自じ

体た
い

は
バ
ラ
バ
ラ
だ
が
、
蒸む

し
て
こ
ね
て
搗つ

く
こ
と
で
一い

っ

体た
い

化か

す
る
。
何な

に

か
困こ

ん

難な
ん

に
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
練ね

ら

れ
て
団だ

ん

結け
つ

す
る
様よ

う

子す

を
表あ

ら
わ
し

た
祭ま

つ

り
だ
」
と
説せ

つ

明め
い

し
た
。

　

主し
ゅ

催さ
い

者し
ゃ

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
池い

け

崎ざ
き

会か
い

長ち
ょ
うは
来ら

い

賓ひ
ん

約や
く

４
０
人に

ん

と

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約や

く

７
０
人に

ん

に
感か

ん

謝し
ゃ

を
の
べ
、「
白し

ろ

餅も
ち

は
平へ

い

和わ

、
赤あ

か

餅も
ち

は
成せ

い

功こ
う

を

意い

味み

す
る
。
皆み

な

さ
ん
に
そ
ん

な
餅も

ち

を
配く

ば

っ
て
食た

べ
て
も
ら

い
、
良よ

い
新し

ん

年ね
ん

に
な
る
よ
う

に
祈い

の
っ
て
い
る
」
と
語か

た
っ
た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし

て
、
ア
ン
ド
レ
ア
・
マ
タ
ラ

ー
ゾ
元も

と

地ち

区く

局き
ょ
く

長ち
ょ
うが
あ
い
さ

Ｘ
クリス

マスに農
のう

民
みん

芸
げい

術
じゅつ

の粋
すい

を披
ひ

露
ろう

（７） ２０２０年第５３９９号 	 １月	 ４日	（土曜日）

お
せ
ち
料り

ょ
う

理り

を
百ひ

ゃ
く

人に
ん

が
堪た

ん

能の
う

ブ
ル
ー
ツ
リ
ー
ホ
テ
ル
新し

ん

年ね
ん

会か
い

元
がん

日
じつ

観
かん

客
きゃく

の笑
わら

いを誘
さそ

った演
えん

劇
げき

東
とう

洋
よう

会
かい

館
かん

で乾
かん

杯
ぱい

した皆
みな

さん

弓
ゆ

場
ば

農
の う

場
じょう

　

１
２
月が

つ

２
５
、３
０
両

り
ょ
う

日じ
つ

に
弓ゆ

場ば

農の
う

場じ
ょ
うで
開か

い

催さ
い

さ
れ
た

『
ク
リ
ス
マ
ス
の
集つ

ど

い
』
の
演え

ん

劇げ
き

で
、
ほ
ぼ
全ぜ

ん

編ぺ
ん

に
わ
た
っ

　

終
し
ゅ
う

演え
ん

後ご

、
幼お

さ
ない
頃こ

ろ

か
ら
毎ま

い

年と
し

来き

て
い
る
と
い
う
多た

田だ

君き
み

江え

さ
ん
（
８
１
、
二に

世せ
い

）
＝

ペ
レ
イ
ラ
・
バ
レ
ッ
ト
在ざ

い

住
じ
ゅ
う

＝
は
「
今こ

年と
し

も
楽た

の

し
ま
せ
て

も
ら
っ
た
。
演え

ん

奏そ
う

も
バ
レ
エ

も
演え

ん

劇げ
き

も
満ま

ん

点て
ん

」
と
笑え

顔が
お

を

見み

せ
た
。
旅り

ょ

行こ
う

者し
ゃ

で
農の

う

場
じ
ょ
う

に
滞た

い

在ざ
い

中ち
ゅ
うの
新し

ん

開か
い

知と
も

子こ

さ
ん

（
３
２
、
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

）
は
「
完か

ん

成せ
い

度ど

の
高た

か

さ
に
驚お

ど
ろ
い
た
。
芸げ

い

つ
に
立た

ち
、「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

は
サ

ン
パ
ウ
ロ
建け

ん

設せ
つ

の
立た

て

役や
く

者し
ゃ

。
こ

の
よ
う
な
伝で

ん

統と
う

文ぶ
ん

化か

を
継け

い

承
し
ょ
う

し
て
く
れ
る
お
か
げ
で
、
市し

民み
ん

生せ
い

活か
つ

が
文ぶ

ん

化か

的て
き

に
な
る
。

新し
ん

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
に
あ
た
っ
て
、

毎ま
い

年と
し

、
平へ

い

和わ

と
成せ

い

功こ
う

を
祈き

願が
ん

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実じ

っ

施し

し
て

く
れ
て
い
る
こ
と
に
感か

ん

謝し
ゃ

す

る
」
と
述の

べ
た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

の
与よ

儀ぎ

昭あ
け

雄お

会か
い

長ち
ょ
うも
「
来ら

い

年ね
ん

、
こ
の
祭ま

つ

り
は
節ふ

し

目め

の
第だ

い

５
０
回か

い

。
皆み

な

さ
ん
元げ

ん

気き

に
参さ

ん

加か

し
ま
し
ょ
う
」
と
呼よ

び
か

け
た
。
当と

う

日じ
つ

は
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

、
楠

く
す
の
き

彰あ
き
ら

首し
ゅ

席せ
き

領り
ょ
う

事じ

ら
も
列れ

っ

席せ
き

し
、
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
餅も

ち

つ
き
に
参さ

ん

加か

し
て
い
た
。

　

式し
き

典て
ん

の
後あ

と

、
正

し
ょ
う

午ご

前ま
え

か
ら
来ら

い

賓ひ
ん

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

東と
う

洋よ
う

会か
い

館か
ん

に
招ま

ね

い
て
、
改あ

ら
た
め

て
新し

ん

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
式し

き

典て
ん

が
行

お
こ
な

わ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
日に

本ほ
ん

で

は
年と

し

越こ

し
の
時じ

間か
ん

帯た
い

に
当あ

た

り
、

「
一い

ち

月が
つ

一つ
い
た
ち日
」
の
歌う

た

な
ど
を
皆み

な

で
合が

っ

唱し
ょ
うし
、
鏡

か
が
み

割わ

り
に
続つ

づ

き
、

山や
ま

下し
た

譲じ
ょ
う

二じ

文ぶ
ん

協き
ょ
う

副ふ
く

会か
い

長
ち
ょ
う

の
音お

ん

頭ど

で
乾か

ん

杯ぱ
い

が
行お

こ
な
わ
れ
た
。

舞ぶ

踊よ
う

部ぶ

の
皆み

な

さ
ん
が
準

じ
ゅ
ん

備び

し

た
お
雑ぞ

う

煮に

や
年と

し

越こ

し
そ
ば
が

振ふ

る
舞ま

わ
れ
た
。

　

今こ

年と
し

は
余よ

興き
ょ
うと
し
て
大お

お

浦う
ら

聡そ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
（
１
６
、二に

世せ
い

）、

徳あ
つ

洋ひ
ろ

く
ん
（
１
１
、
二に

世せ
い

）

に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
」
な
ど

の
フ
ル
ー
ト
演え

ん

奏そ
う

が
披ひ

露ろ
う

さ

れ
、
な
ご
や
か
に
大お

お

晦み
そ

日か

を

過す

ご
し
た
。

術じ
ゅ
つを
大た

い

切せ
つ

に
す
る
弓ゆ

場ば

農の
う

場
じ
ょ
う

だ
か
ら
こ
そ
の
催も

よ
お
し
」
と
感か

ん

心し
ん

し
た
様よ

う

子す

。

　

弓ゆ

場ば

農の
う

場じ
ょ
うは
聖せ

い

市し

か
ら
北ほ

く

西せ
い

に
約や

く

５
５
０
キ
ロ
の
ミ
ラ

ン
ド
ー
ポ
リ
ス
市し

に
位い

置ち

し
、

約や
く

２
５
世せ

帯た
い

６
０
人に

ん

が
共

き
ょ
う

同ど
う

生せ
い

活か
つ

を
送お

く

っ
て
い
る
。
農の

う

作さ
く

物も
つ

の
栽さ

い

培ば
い

や
加か

工こ
う

で
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うを

得え

て
お
り
、
住

じ
ゅ
う

民み
ん

の
食

し
ょ
く

料り
ょ
うの

ほ
と
ん
ど
を
自じ

給き
ゅ
う

自じ

足そ
く

で
ま

お
せ
ち
料り

ょ
う理り

目め

黒ぐ
ろ

三み
つ

男お

さ
ん

シ
ョ
ー
の
演え

ん

奏そ
う

者し
ゃ

と
ホ
テ
ル
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

ら

の
ひ
ろ
み
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
伴ば

ん

奏そ
う

を
担た

ん

当と
う

し
た
足あ

立だ
ち

弘ひ
ろ

子こ

さ

ん
が
「
花は

な

」
な
ど
の
日に

本ほ
ん

の

曲き
ょ
くを
演え

ん

奏そ
う

。

　

さ
ら
に
、
ひ
ろ
み
さ
ん
の

ソ
ロ
演え

ん

奏そ
う

や
、
吉よ

し

田だ

エ
リ
ザ

ベ
ッ
チ
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴ば

ん

奏そ
う

に
合あ

わ
せ
、
足あ

立だ
ち

さ
ん
が
日に

本ほ
ん

の
景け

し
き色
を
思お

も

い
起お

こ
さ
せ

る
「
夏な

つ

の
思お

も

い
出で

」
な
ど
を

朗ろ
う

々ろ
う

と
歌う

た

い
上あ

げ
た
。

　

途と

中ち
ゅ
うで
「
東と

う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

音お
ん

頭ど

」
や
新し

ん

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

の
即そ

く

位い

を
祝い

わ

う
「
国こ

く

民み
ん

祭さ
い

典て
ん

」
の
映え

い

像ぞ
う

も
流な

が

れ
、
最さ

い

後ご

に
は
、
ひ

ろ
み
さ
ん
が
音お

ん

源げ
ん

か
ら
譜ふ

面め
ん

に
起お

こ
し
た
嵐あ

ら
し
の
奉ほ

う

祝し
ゅ
く

曲
き
ょ
く

「R
ay of W

ater

」
が
披ひ

か
な
う
。「
耕た

が
やし
、

祈い
の

り
、
芸げ

い

術じ
ゅ
つす

る
」
を
農の

う

場じ
ょ
うの

理り

念ね
ん

と
し
、
１ 

９
４
８
年ね

ん

か
ら

住じ
ゅ
う

民み
ん

が
合が

っ

唱し
ょ
うや

踊お
ど

り
、
演え

ん

劇げ
き

を

近き
ん

隣り
ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

に
披ひ

露ろ
う

す
る
『
ク
リ

ス
マ
ス
の
集つ

ど

い
』

を
行

お
こ
な
っ
て
い
る
。

シ
ェ
フ
で
、
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

普ふ

及き
ゅ
う

親し
ん

善ぜ
ん

大た
い

使し

の
白し

ろ

石い
し

テ
ル
マ
さ
ん
が

腕う
で

に
よ
り
を
か

け
て
用よ

う

意い

し
た
。

　

食
し
ょ
く

事じ

中ち
ゅ
うに
は
、

フ
ル
ー
ト
奏そ

う

者し
ゃ

で
津つ

軽が
る

笛ぶ
え

大た
い

使し

露ろ
う

さ
れ
た
。

　

本ほ
ん

紙し

を
読よ

ん

で
今こ

年と
し

初は
じ

め
て

友ゆ
う

人じ
ん

と
来ら

い

場じ
ょ
うし

た
と
い
う
金か

な

谷た
に

弘ひ
ろ

子こ

さ
ん
（
８
４
、

東と
う

京き
ょ
う

都と

）
は

「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

だ
か

ら
正

し
ょ
う

月が
つ

に
は
や
っ

ぱ
り
お
せ
ち
料

り
ょ
う

理り

が
食た

べ
た
か
っ

た
。
今き

ょ
う日
は
友と

も

達だ
ち

と
過す

ご
せ
て
楽た

の

し
か
っ
た
」
と
喜

よ
ろ
こ

び
を
語か

た
っ
た
。
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